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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示モニタのスクリーン上に表示される対話式の電子番組ガイドを用いて、視聴者をナ
ビゲートする方法であって、
　前記スクリーンの第１の領域に電子番組ガイドを表示することであって、前記電子番組
ガイドは、今後に放送が予定されている複数のテレビ番組に対応する複数の番組情報を含
む、ことと、
　前記第１の領域に表示された前記電子番組ガイドと視聴者との対話を少なくともモニタ
することにより、視聴者プロフィールデータを収集することと、
　前記視聴者プロフィールデータに基づいて、前記視聴者の好みに関連したテレビ番組の
ための広告を選択することであって、前記広告は、メモリに格納されているテレビ番組の
時刻及びチャンネルにリンクされている、ことと、
　前記第１の領域に隣接する前記スクリーンの第２の領域に前記選択された広告を表示す
ることと、
　前記スクリーン上のカーソルを前記第１の領域に移動させることにより、前記第１の領
域に表示された前記電子番組ガイドに含まれる前記複数の番組情報のうちの１つを強調表
示することと、
　前記カーソルを前記第２の領域に移動させることにより、前記第２の領域に表示された
前記広告を強調表示することと、
　前記強調表示された広告についての詳細を前記スクリーン上に表示することと、



(2) JP 4062577 B2 2008.3.19

10

20

30

40

50

　前記視聴者からの指示に応答して、前記強調表示された広告にリンクされている時刻及
びチャンネルに基づき、前記テレビ番組の記録又は視聴の予約を行うことと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記詳細は、前記広告の代わりに前記第２の領域に表示される、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記詳細は、前記第１の領域及び前記第２の領域とは異なる前記スクリーンの第３の領
域に表示される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記広告を強調表示することは、前記第２の領域の周りに枠を表示することによって行
われる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記電子番組ガイドに含まれる前記複数の番組情報のうちの１つを強調表示することは
、前記複数の番組情報のうちの１つの番組情報を他の番組情報とコントラストをなす色で
表示することによって行われる、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記強調表示された広告に関連した映像クリップを前記スクリーン上に表示することを
更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記強調表示された広告についての前記詳細を含むウェブサイトのインターネットアド
レスを前記第２の領域に表示することを更に含む、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（発明の分野）
本発明は、一般的にはテレビジョン（以下単にテレビという）システムに関し、詳しく述
べれば、テレビ番組、ビデオ、広告情報、及び番組予定情報の表示及び記録制御インタフ
ェースに関する。
【０００２】
（発明の背景）
テレビジョンの視聴者は、歴史的に、テレビ番組予定ガイドによって提供される情報を解
析し、視聴するテレビ番組を選択してきた。歴史的に、テレビ番組予定ガイドには、曜日
、日時、チャンネル、及び番組のタイトルによって、利用できるテレビ番組がリストされ
ている。歴史的に、ハードコピーテレビ番組予定ガイドだけが利用可能であった。より近
年になって、Levineの米国特許第4,908,713号に示されているように、テレビ番組ガイド
が電子形状で利用できるようになってきた。オンスクリーン電子番組ガイド（“ＥＰＧ”
）の早期バージョンにおいては、テレビ受像機に接続されている電子メモリ内に番組予定
情報を記憶し、一般的にオンスクリーンフォーマッティングを行ってテレビ画面上に番組
予定情報を表示する。早期のＥＰＧは、典型的に、テレビ番組に重なるものであった。更
に、視聴者と早期ＥＰＧとの対話能力は極めて制約されていた。
【０００３】
後になってＥＰＧは視聴者とＥＰＧとの対話を改良し、ＥＰＧの表示と同時にテレビ番組
のピクチャーインガイド（“ＰＩＧ”）表示を提供するようになった。全ての目的のため
に本明細書が参照している国際出願PCT/US95/11173（国際公開WO96/07270）の開示は、こ
のような改良を示している。
【０００４】
（発明の概要）
本発明は、特に、
Ａ．視聴者とＥＰＧとの対話能力の改良、
Ｂ．今後に予定されている番組のビデオ記録の視聴者による制御の改良、
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Ｃ．ＥＰＧ表示及びナビゲーションの機能の改良、
Ｄ．親によるＥＰＧ表示の制御、
Ｅ．視聴者によるテレビ番組情報へのアクセスの改良、
Ｆ．商業広告主が視聴者に到達する機会の改良、
Ｇ．視聴者による製品情報へのアクセスの改良
Ｈ．視聴者のプロフィールの作成、
Ｉ．ＥＰＧのいろいろな面をカストマイズするための視聴者プロフィール情報の使用、及
び
Ｊ．視聴者に広告のカストマイズされた表現を提供するための視聴者プロフィール情報の
使用、
を提供する点において、従来のＥＰＧを改良している。
【０００５】
本発明のこれらの、及び他の特色、面、及び長所は、以下の説明、特許請求の範囲、及び
添付図面から理解することができよう。
【０００６】
（発明の詳細な説明）
本明細書は、1996年３月７日に公開された国際出願WO96/07270を参照として採り入れてい
る。本発明は、上記出願に開示されている電子番組ガイド（ＥＰＧ）の改良である。上記
参照したＰＣＴ出願は、以下に説明する画面表示を生成するために使用される。
【０００７】
図１に、広告ウィンドゥ及び広告メッセージを有するＥＰＧの１つの実施の形態が示され
ている。図１には、テレビ画面表示１０が示されている。表示１０はインターレース走査
線を用いる普通のテレビ受像機によって、ＶＣＲによって、プログレッシブ走査線を用い
るＰＣモニタによって、または別の他の型のビデオ表示デバイスによって生成することが
できる。画面の左上隅にはＰＩＰウィンドゥ１２が存在している。ウィンドゥ１２の下に
は、パネル広告ウィンドゥ１４及び１６（広告ウィンドゥ）が存在する。ウィンドゥ１２
、１４、及び１６は各々、典型的に合計画面領域の1/9を占めている。画面領域の残余は
（画面の上から下へ）、動作キーバー１８、ナビゲーションバー２０、グリッドガイド２
２、及び情報ボックス２４（“詳細情報領域”）によって占められている。
【０００８】
図２に、表示１０の機能を作動させるためのリモートコントローラ２６の１つの実施の形
態を示す。リモートコントローラ２６は、テレビ受像機、ＶＣＲ、またはケーブルボック
スのようなユーザビデオデバイスの機能を作動させる他のキーを有することができる。リ
モートコントロール２６は、表示１０上のカーソル３６の運動を制御するための上向き、
下向き、右向き、及び左向き矢印キー２８、３０、３２、及び３４を有している。カーソ
ル３６は、矢印キー２８乃至３４を押すことによってどのウィンドゥ１２、１４、または
１６をも、または矢印キー３２及び３４を押すことによってグリッドガイド２２内のどの
タイトル及びチャンネルをも、または矢印キー３２及び３４を押すことによってナビゲー
ションバー２０を、選択、即ち強調表示させることができる。ウィンドゥ１２、１４、及
び１６は、ウィンドゥの周りに枠を追加することによって、またはもし枠が恒久的であれ
ば枠の色を変えることによって強調表示させることができる。グリッドガイド２２内のタ
イトル及びチャンネル、及びナビゲーションバー２０は、色を変えることによって強調表
示させる。
【０００９】
ウィンドゥの強調表示、及び／またはグリッドガイドからの視聴者の選択、及び／または
ナビゲーション及びＥＰＧオンスクリーン表示成分は、多くの他の方法で達成することが
できる。例えば、選択されたウィンドゥの枠、または選択されたグリッドガイド、または
ナビゲーション成分を点滅させて明らかにすることができる。視聴者の選択を強調表示さ
せる別の方法は、選択されたウィンドゥまたは特色を、残余のオンスクリーン表示よりも
高輝度にして明らかにすることである。視聴者の選択を強調表示させる更に別の方法は、
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視聴者が選択した成分を除いて、画面表示上の全ての点をぼかすことである。視聴者の選
択を強調表示させる更に別の方法は、視聴者が選択した成分を除いて、画面表示上の全て
の部分を透明にすることである。視聴者の選択を強調表示させる更に別の方法は、選択さ
れた成分にアニメーションを追加することである。ＥＰＧの一部分が選択された時、シス
テムはオンスクリーン表示（ＯＳＤ）コントローラに図形表示命令を発行し、１つまたは
それ以上の所望の強化技術を実行させる。
【００１０】
視聴者が“ガイド”キー３５を押すことによって図１に示すガイドモードに入り、再度キ
ー３５を押すことによって、または“選択”キーを押すことによって全画面テレビモード
に戻る。リアルタイムテレビ番組がウィンドゥ１２内に表示される。ＰＩＰウィンドゥ１
２の半透明重ね書きが、タイトル、チャンネル（ローカル番号及び／または局名）、及び
ウィンドゥ１２の状態（ロック、またはアンロック）をテレビ番組上に表示することがで
きるので、視聴者はそれでも未だ全映像を見ることができる。
【００１１】
　ＰＩＰウィンドゥは、ロックすることも、アンロックすることもできる。“ロック／ア
ンロック”機能はユーザによって制御される。ＰＩＰウィンドゥをロック、またはアンロ
ックするために、視聴者はリモートコントロールデバイス上のＰＩＰボタンを使用するこ
とも、またはＥＰＧロック／アンロック動作ボタンを強調表示させ、押すこともできる。
換言すれば、視聴者がガイドを去り、後刻ガイドに再び入った時には（視聴者がテレビを
ターンオフさせた場合を含む）、ＥＰＧ内のＰＩＰウィンドゥのロック／アンロック状態
は維持されている。もし視聴者が“ロック”状態を選択すれば、視聴者が行う動作には無
関係に、チューナーがセットされていた最後のチャンネルがＰＩＰウィンドゥ内に表示さ
れ続ける。アンロック状態では、もしグリッドガイドが現在テレビ放送されている番組を
表示中であれば、グリッドガイド２２内のカーソル３６によって強調されたチャンネルが
表示され、もしグリッドガイドが今後の番組を表示中であれば、強調された最後の、現在
テレビジョン放送されているチャンネルが表示される。
【００１２】
一般的にガイドを残すと、視聴者がそのガイドの残し方に依存して、３つの結果が存在す
る。もしＥＰＧにある間に、ＰＩＰウィンドゥ内に示されている番組を視聴者が全画面モ
ードで見たいものとすれば、視聴者はリモートコントロールデバイス上のガイドボタンを
押すことができる。もしＥＰＧにある間に、視聴者がグリッドガイド内の特定チャンネル
を強調表示させて“選択”ボタンを押せば、視聴者はガイドから去ってガイド内で視聴者
が強調させたテレビ番組を全画面モードで見るようになる。もしＥＰＧにある間に、視聴
者がリモートコントロールデバイス上の“クリヤ”または“キャンセル”ボタンを押せば
、視聴者はガイドから去ってガイドに入る直前に視聴者が視聴していたテレビ番組に戻る
。
【００１３】
典型的には、今後にテレビ放送される番組のための広告は、ウィンドゥ１４内に表示され
る。この広告は、ＲＡＭ内の番組の時刻及びチャンネルにリンクされているので、視聴者
は、番組を視聴するために左側の青い動作ボタンを押すことによって、または番組を記録
するために右側の緑の動作ボタンを押すことによって、自動的に番組を視聴または記録す
ることができる。
【００１４】
典型的には、製品またはサービスのための広告は、ウィンドゥ１６内に表示される。この
広告はＲＡＭ内の製品またはサービスに関するより多くの情報にリンクされているので、
視聴者は、“情報”キーを１回またはそれ以上の回数押すことによって、ウィンドゥ１６
内の製品またはサービスに関する１つまたはそれ以上の頁を読むことができる。代替とし
て、製品またはサービスに関するインフォマーシャル（ infomercial ）がテレビ放送さ
れるＲＡＭ内の時刻及びチャンネルにこの広告をリンクさせ、“選択”キー４２を押すこ
とによって視聴者が自動的にインフォマーシャルを視聴したり、記録したりすることがで
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きるようにする。
【００１５】
バー１８は、画面上に表示される情報の文脈に依存するキャプションを有する青ボタン４
４及び／または緑ボタン４６を表示する。リモートコントローラ２６は、ブロック４４及
び４６によって表される機能を作動させるための対応するキー４８及び５０を有している
。
【００１６】
視聴者が矢印キー３２を押すことによってウィンドゥ１２、１４、または１６からグリッ
ドガイド２２へ移動する。（視聴者が矢印キー３４を押すことによってグリッドガイド２
２からウィンドゥ１２、１４、または１６へ移動する。）グリッドガイド２２内で、視聴
者はカーソル３６を移動させて９つのタイルの１つを強調表示させる（チャンネル及びタ
イトルは、矢印キー２８及び３０を押すことによって表示される）。視聴者は、キー３２
または３４を押してグリッドの周りを水平方向に移動させることによって、今後の時刻に
予定されている番組のリスティングを見ることができる。
【００１７】
視聴者が矢印キー２８を押すことによって、ナビゲーションバー２０をグリッドガイド２
２から移動させる。始めに、中心ボタンが強調表示される。異なるボタンを強調させるた
めには、矢印キー３２または３４を押す。強調されたボタンによって表される画面に入る
ためには“選択”キー４２を押す。
【００１８】
グリッドガイド２２内には、強調されたタイルによって表された番組に関する詳細が表示
される。もしより多くの情報が利用可能であればその事実がアイコンによって指示され、
このような情報は、“情報”キー４０を押すことによるグリッドガイドに代わって、グリ
ッドガイド２２によって占められる領域内に表示される。グリッドガイドに戻すためには
“情報”キー４０を再度押す。動作ボタンを押した後に、またはナビゲーションバー２０
上のアイコンを作動させた後に、情報ボックス２４内の番組情報を命令督促に置換するこ
とができる。
【００１９】
テレビ番組を表すタイルに加えて、タイル５２上のグリッドガイド２２内に仮想チャンネ
ル広告を表示することができる。仮想チャンネル広告は、例えば現在の、または今後のテ
レビ番組をプロモートすることができる。テレビ番組のためのこのような仮想チャンネル
広告はＲＡＭ内の番組の時刻及びチャンネルにリンクされているので、視聴者は、参照出
願に記載されている手法で“選択”キー４２を押すことによって自動的に番組を視聴、ま
たは記録することができる。ＲＡＭ内には１つより多くの仮想チャンネル広告を格納する
ことができるが、好ましくは、一時にこのような広告の１つだけを表示する。
【００２０】
本発明の説明を補足するために本明細書が参照とし、付録Ａとして添付したTV Guide Plu
s＋98 User Interface Specification v1.42stvを参照されたい。
【００２１】
本発明のためのハードウェアの１つの実施の形態は、プロセッサ（例えば、モトローラ68
000）、メモリのコントロール（ダイナミックＲＡＭ及び外部ＲＯＭ）、及び赤外（“Ｉ
Ｒ”）入力及び出力、ページングシステムのための周波数シンセサイザ、及びページング
システムからのデータ取得のような若干の周辺機能によってアクセスされる全ての制御機
能を提供するゲートアレイからなる回路基板を含む。内側には、プログラマブルＤＭＡ（
ダイレクトメモリアクセス）コントローラ、より複雑な色を選択するために使用できるカ
ラーインデックスと呼ばれるフィールドを与えるカラールックアップテーブル（ビットマ
ップで表すことができるよりも多くのビット）、画素を順序付けるための先入れ・先出し
（“ＦＩＦＯ”）メモリ（これにより、システムは、システムが画素を書き込むことがで
きる速さで画素を書き込み、次いで規定されたタイミングで画素を表示に送ることができ
る。）を含むオンスクリーン表示を作成するためのモジュールが存在している。チップ内
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に含まれているのは、変化する周波数の多くの異なるタイミング信号（クロックから長い
ミリ秒測度まで）及び中断を発生するタイミングサブシステムである。テレビジョンモニ
タのための同期信号も、内部タイミングサブシステムによって生成される。システムは、
限定するものではないが、典型的にデータ受信機、メモリコントローラ、プロセッサとの
タイミングインタフェース、デインターリービング、誤り訂正、及び水平及び垂直カウン
タを有する同期タイミングジェネレータを含む機能のための回路を更に含んでいる。
【００２２】
ＥＰＧシステムハードウェアの１つの実施の形態の別の特色は、表示リストハードウェア
が同一のＤＭＡハードウェア上でビデオ入力及び出力の両方を実行できることである。表
示プロセッサは、ＡＳＩＣ内のビデオセクション及びＦＩＦＯセクションからなる。シス
テムは多重クロックを有している。表示メモリは水平面内に８画面タイルを格納する能力
を有している。
【００２３】
以下に詳しく説明するのは、ＥＰＧの改良である。
【００２４】
Ａ．視聴者とＥＰＧとの対話能力の改良は以下のものを含む。
【００２５】
１．いろいろな動作モード、
２．ジョイステック及びトラックボール視聴者リモートインタフェース　　　　、
３．文脈依存ＥＰＧオンスクリーン制御メカニズム、
４．視聴予定、
５．“全チャンネル”ガイドフォーマット、チャンネルガイドフォーマット　　　、及び
“次の”／“前の”チャンネルガイド。
【００２６】
Ｂ．今後に予定されている番組のビデオ記録の視聴者による制御の改良は以下のものを含
む。
【００２７】
１．ＰＩＰウィンドウ内に表示された番組の記録、
２．“通常”記録、
３．“通常”記録された番組のための記録機能再放映フィルタ、
４．記録命令のスキップ、
５．記録リストの自動更新、
６．記録可能なディジタルビデオディスク上への記録、
７．速度依存テープ容量、
８．記録命令競合の解決、
９．テーマガイドからの記録。
【００２８】
Ｃ．ＥＰＧ表示及びナビゲーションの機能の改良は以下のものを含む。
【００２９】
１．ｅメール、
２．複数の可視“ウィンドゥ”、
３．半透明オンスクリーン効果、
４．オンスクリーン通知、
５．テーマナビゲーションバー、
６．ＥＰＧを通してのスクローリングの改良及び滑らかなスクローリング、
７．ＥＰＧにおける“ジャンピング”、
８．番組予定のテーマ別カラーコーディング、
９．番組を制御できる日数。
【００３０】
Ｄ．親によるＥＰＧ表示の制御。
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【００３１】
Ｅ．視聴者によるテレビ番組情報へのアクセスの改良は以下のものを含む。
【００３２】
１．仮想チャンネル広告スロット及び広告ウィンドゥ番組広告、
２．インターネットへのリンクを含む視聴者アクセスのための付加的な詳細　　　な情報
Ｆ．商業広告主が視聴者に到達する機会の改良は以下のものを含む。
【００３３】
１．広告ウィンドゥ製品関連ビデオクリップ及びインフォマーシャル記録、
２．広告ウィンドゥ番組関連記録、
３．パネル広告、
４．仮想チャンネル広告スロット、
５．プレイスホールダ、
６．全画面広告、
７．チャンネルの自動視聴、
８．広告特色。
【００３４】
Ｇ．視聴者による製品情報へのアクセスの改良は以下のものを含む。
【００３５】
１．広告ウィンドゥ製品の詳細、
２．広告ウィンドゥ製品関連記録、
３．広告ウィンドゥ番組関連記録。
【００３６】
Ｈ．視聴者のプロフィールの作成は以下のものを含む。
【００３７】
１．視聴者プロフィール情報の収集、
２．視聴者プロフィール情報の解析及び特徴付け。
【００３８】
Ｉ．ＥＰＧのいろいろな面をカストマイズするための視聴者プロフィール情報の使用。及
び
Ｊ．視聴者に広告のカストマイズされた表現を提供するための視聴者プロフィール情報の
使用利用。
【００３９】
Ａ．視聴者とＥＰＧとの対話能力の改良
１．いろいろな動作モード
改良されたＥＰＧシステムの下では、視聴者がテレビを操作することができる多くのモー
ドが存在する。
【００４０】
ａ．テレビモード
テレビモードでは、視聴者はテレビビデオ番組を全画面表示で視聴する。１つの実施の形
態では、ＥＰＧに入るために、視聴者は視聴者のリモートコントロールデバイス上の“ガ
イド”キーを押す。別の実施の形態では、ＥＰＧグリッドガイドが省略時モードである。
ＥＰＧグリッドガイドが省略時モードである場合には、視聴者がテレビをオンにした時に
視聴者が見る最初のものはグリッドガイドモードにおけるＥＰＧである（詳細は後述）。
１つの実施の形態においては、視聴者がオプションで（ＥＰＧセットアップ手順内に識別
されている）自動的にテレビモードに入ることを選択すれば、視聴者が最初にテレビをオ
ンにしさえすれば、ＥＰＧグリッドガイド省略時モードを無効にすることができる。セッ
トアップ手順中視聴者は、最後に視聴していたチャンネル（視聴者が最後にテレビの電源
をオフにした時に識別される）に自動的に同調するようにＥＰＧに命令することもできる
。視聴者は、視聴者の好みのチャンネル（視聴者のプロフィール情報（後述）の解析から
導出される）に自動的に同調するようにＥＰＧに命令することもできる。代替として視聴
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者は、特定のチャンネル（例えば、ＣＮＮのようなニュースチャンネル）に自動的に同調
するようにＥＰＧに命令することもできる。
【００４１】
ｂ．ＥＰＧグリッドガイドモード
ＥＰＧグリッドガイドモードにおいては、ＥＰＧはグリッドガイドを表示するか、または
代替ではチャンネルガイドを表示する。視聴者は、グリッドガイドが全画面を占めるよう
に、またはビデオテレビ番組の重ね書きとして画面の一部分上に表示されるように、また
は、好ましい実施の形態においては、画面の一部分だけ（典型的には全画面の2/3）を占
め、一方画面のＰＩＰウィンドゥ内にビデオテレビ番組を示し続けることを要求すること
ができる。好ましい実施の形態においては、少なくともＥＰＧ／グリッドガイドウィンド
ゥ、ＰＩＰウィンドゥ、及び広告ウィンドゥを含む多重ウィンドゥが視聴者のために表示
される（詳細は後述する）。
【００４２】
ガイドを通してのスクローリングに関しては後述する。視聴者は、視聴者のリモートコン
トロールデバイス上の“メニュー”キーを押してガイドのトップへ移動することができる
。
【００４３】
視聴者は、多くの方法でビデオテレビ番組を全画面表示に戻すことができる。１つの方法
は、視聴者のリモートコントロールデバイス上の“ガイド”キーを押すことである。別の
方法は、リアルタイムで視聴するのに利用可能なある番組のためのグリッドガイド上の特
定番組リスティングをオンスクリーン強調表示／カーソルが強調表示している時に、視聴
者のリモートコントロールデバイス上の“選択”キーを押すことである。別の方法は、視
聴者のリモートコントロールデバイス上の“最後のチャンネル”キーを押し、ガイドへ入
る前に視聴者が視聴していた番組へ戻すか、またはＰＩＰウィンドゥがロックされていた
最後の番組へ戻す（後述するオプション）ことである。
【００４４】
１．）テーマガイド機能
ＥＰＧは、例えばスポーツ、映画、ニュース等のようないろいろなテーマガイドを提供す
る。各テーマガイドは、例えば全てのスポーツ番組のような特定のテーマに関連する番組
リスティングを提示する。テーマガイド表示フォーマットは、その日の若干の時刻の番組
リスティングだけを、従って選択されたテーマのために適切な内容を有するチャンネルだ
けを表示するに過ぎない。例えば、スポーツテーマガイドは、典型的には予定順に、例え
ば48時間、８日等のようなある期間中に予定されているスポーツ番組を伝送するチャンネ
ルのリスティングだけを表示する。
【００４５】
２．）記録選択機能
記録機能とも呼ばれる記録選択機能においては、視聴者は、どの番組を記録リスト（視聴
者が記録したい番組の、番組及び関連番組予定情報のリスト）に追加するのかをＥＰＧに
命令する。詳細を後述するように、視聴者は、視聴者が記録することを欲している記録リ
スト内にリストされている各番組の周波数／通常性を識別することができる。
【００４６】
視聴者は、多くの方法で記録機能に入ることができる。視聴者は視聴者のリモートコント
ロールデバイス上の“記録”キー（もしそれが存在していれば）を押すことができる。代
替として、視聴者はＥＰＧ表示上の“記録”動作ボタンを“押す”ことができる。
【００４７】
３．）視聴予定機能
視聴機能とも呼ばれる視聴予定機能では、視聴者は、どの番組を視聴リスト（視聴者が視
聴したい番組の、番組及び関連番組予定情報のリスト）に追加するのかをＥＰＧに命令す
る。詳細を後述するように、視聴者は、視聴者が視聴することを欲している視聴リスト内
にリストされている各番組の周波数／通常性を識別することができる。
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【００４８】
視聴者は多くの方法で視聴機能に入ることができる。視聴者は視聴者のリモートコントロ
ールデバイス上の“視聴”キー（もしそれが存在していれば）を押すことができる。代替
として、視聴者はＥＰＧ表示上の“視聴”動作ボタンを“押す”ことができる。
【００４９】
４．）データダウンロード機能
若干の実施の形態においては、ＥＰＧ予定のためのデータ、及び／または番組リスティン
グに関連する補足情報、及び／または広告データを、視聴者のテレビシステムに内在する
メモリへダウンロードすることができる。データダウンロードシステムの好ましい実施の
形態では、視聴者は若干の型の情報を利用できるようにＥＰＧに依頼し、ＥＰＧはその情
報が何処で見出されるかの索引を使用し、適切なデータ源に自動的に接続し、そしてその
情報をダウンロードする。ＥＰＧ予定のためのデータ、及び／または番組リスティングに
関連する補足情報、及び／または広告データは、いろいろな源からダウンロードすること
ができる。１つの実施の形態においては、データはインターネットからダウンロードされ
る。データダウンロードシステムの他の実施の形態においては、もし視聴者が特定の型の
情報にアクセスし、ダウンロードすることに関心があれば、視聴者は特定の時刻に特定の
チャンネルに同調するように依頼される。
【００５０】
ｃ．インターネットモード
全ての実施の形態がデータをＥＰＧメモリへダウンロードすることを要求してはいない。
１つの実施の形態においては、ＥＰＧ予定データ、補足データ、及び／または広告データ
と、ＥＰＧ予定データ、補足データ、及び／または広告データをフォーマットし、表示し
、そしてナビゲートするソフトウェアは、視聴者のテレビシステムとインターネットとの
間の直接リンクを通して視聴者のテレビシステムによってアクセスされる。
【００５１】
上記インターネットへの直接リンクの１つの実施の形態では、視聴者のテレビは、モデム
を介する電話回線によって、ケーブルモデムによって、無線モデム通信デバイスを含む他
の双方向通信デバイスによって、及び他の普通のインターネットとの通信方法によってイ
ンターネットに接続される。初期接続ウェブサイトアドレスは、例えば垂直消去期間（“
ＶＢＩ”）中に視聴者のテレビに伝送される情報を通して供給することができる。視聴者
には、多重ＥＰＧインターネットウェブサイトの選択も与えることができる。視聴者はリ
モートコントロールデバイスを使用して、ＥＰＧインターネットウェブサイトの１つを選
択する。
【００５２】
視聴者のテレビシステムは、インターネットへのコンピュータオンラインアクセスをエミ
ュレートするようにプログラムされている。一旦視聴者のテレビシステムとインターネッ
トとの間の接続がなされると、ユーザは、ＥＰＧ関連情報のオンラインインターネットサ
ービスプロバイダとの双方向通信を有するようになる。そこでユーザは、ＥＰＧを通して
ナビゲートすることができる。更に、キーボードユーザインタフェースが使用できる１つ
の実施の形態では、ユーザはチャットルームまたは他の対話サービスに入ることができる
。
【００５３】
２．ジョイステック及びトラックボール視聴者リモートインタフェース
視聴ユーザのビデオインタフェース（ＵＩ）は、視聴者のリモートコントロールデバイス
及びテレビモニタ画面表示からなる。本発明の１つの実施の形態において本発明により提
供されるＵＩの改良は、従来のリモートコントロールデバイス構成の中心に選択キーを有
する４つの矢印キー（上向き、下向き、左向き、及び右向き）の円の代わりとして、ジョ
イステックを使用することである。ジョイステックＵＩは、ＥＰＧとのユーザフレンドリ
インタフェースを提供する。視聴者／ユーザは、一旦視聴者の指がリモートコントロール
ジョイステックに触れた後は、リモートを顧みる必要はない。従って、視聴者はＵＩを制
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御しながら、中断することなくオンスクリーン表示を視聴することができる。
【００５４】
本発明の別の実施の形態において本発明により提供されるＵＩの１つの改良は、従来のリ
モートコントロールデバイス構成の中心に選択キーを有する４つの矢印キー（上向き、下
向き、左向き、及び右向き）の円の代わりとして、トラックボールを使用することである
。
【００５５】
トラックボール及びジョイステックの両実施の形態においては、オンスクリーン“カーソ
ル”が存在する。ＰＣユーザがカーソルをＰＣ端末ウィンドゥ上へナビゲートするように
、視聴者はトラックボールまたはジョイステックリモートコントロールデバイスを使用し
てカーソルを画面上のどの位置へでもナビゲートする。
【００５６】
３．文脈依存ＥＰＧオンスクリーン制御メカニズム
“キー”、“ボタン”、メニュー“バー”、及び他のこのような視覚制御メカニズムデバ
イスが、ＥＰＧの制御のためにオンスクリーン表示される。典型的には、視聴者はＵＩリ
モートコントロールデバイスを使用して特定のオンスクリーン制御デバイスを強調表示さ
せる。次いで視聴者は、典型的にはＵＩリモートコントロールデバイスを使用して強調さ
れたオンスクリーン制御デバイスを選択する。
【００５７】
本発明の１つの実施の形態においては、位置的に一定のオンスクリーン制御デバイスは文
脈依存的である。即ち、ＥＰＧの１つの画面から次の画面へ、１つのモードから次のモー
ドへどの画面上にも特定のボタンを同一位置に、及び同一の色で一貫して表示させること
ができる。文脈依存制御デバイスを用いると、たとえオンスクリーン制御デバイスが１つ
の画面から次の画面へ、及び１つのモードから次のモードへ同一の現れ方及び配置を有し
ていても、ボタンは異なる機能を有しており、そしてもし選択されれば、ボタンが現れて
いる画面に依存して異なる結果をもたらす。１つの実施の形態では、オンスクリーン制御
デバイスの機能は制御デバイスの直近に、または、もし制御デバイスが十分に大きければ
制御デバイスの面上に文章で記述される。
【００５８】
例えば１つの実施の形態においては、図３、４ａ及びｂ、５、及び６に示すように、ＥＰ
Ｇは、ピクチャーにされた４つの各画面のトップに２つのボタンを表示する。異なる４つ
の各画面の左上ボタンは異なる機能を有している。（本明細書においては、方向“左”及
び“右”とはそれぞれ、視聴者の左及び視聴者の右のことをいう。）図３は、番組スクロ
ーリングモードにおけるＥＰＧのオンスクリーングリッドガイドを示している。図３では
、視聴者の左ボタンは“視聴”になっている。図４ａ及び４ｂは、チャンネルスクローリ
ングにおけるＥＰＧのオンスクリーングリッドガイドを示している。図４ａ及び４ｂでは
、視聴者の左ボタンはトグルボタンであり、それぞれ“ロック”及び“アンロック”にな
っている。図５は、視聴予定機能におけるＥＰＧを示している。図５では、視聴者の左ボ
タンは“キャンセル”になっている。図６は、ＥＰＧの視聴／記録予定画面を示している
。図６では、視聴者の左ボタンは“除去”になっている。
【００５９】
４．視聴予定
ＥＰＧは、今後の時点に引渡しが予定されている番組タイトルを選択し、視聴する機会を
視聴者に与える。視聴者は、番組タイトルを選択することによって“視聴リスト”を作る
。視聴リストオプション及び命令は、ＥＰＧの記録機能と並行の機能性を与える。選択さ
れた番組を自動的に記録する代わりに、視聴機能は、もしテレビが既にオンでなければテ
レビを自動的にオンにし、そしてもしテレビが既に指定された番組を引渡すように予定さ
れているチャンネルに同調していなければ自動的にそのチャンネルに同調させる。この特
色は、たとえ視聴者が予定されていた引渡しを忘れていても、予定された時刻に特別な関
心を持つ番組を視聴する機会を視聴者に与える。この特色は、子供が見る番組を親が選択
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することも提供する。
【００６０】
視聴者は、多くの方法で視聴予定機能に入ることができる。視聴者は、ＥＰＧメニューか
らその機能を選択することによって、視聴予定機能に入ることができる。また視聴者は、
今後に予定されている番組のための広告を表示している広告ウィンドゥ、または今後に予
定されている番組のための広告を表示している仮想チャンネル広告スロット（これらの詳
細に関しては本明細書の別の箇所で説明する）を強調表示させることによって視聴予定機
能に入ることもできる。
【００６１】
視聴者は視聴リスト上のどの番組も、視聴者が通常視聴したい番組として指定することが
できる。１つの実施の形態では、もし視聴者が広告ウィンドゥまたは仮想チャンネル広告
スロットを強調表示させることによって視聴予定機能に入っていれば、そしてもし視聴者
がその番組を“通常”視聴するものとして指定するように選択すれば、広告主が広告を流
すことを停止してもその指定が満了するのはある時間が経過した後である。この計画され
た満了は、広告主に広告を復活させるように広告主を鼓舞するものである。
【００６２】
５．“全チャンネル”ガイドフォーマット、チャンネルガイドフォーマット　　　　、及
び“次の”／“前の”チャンネルガイド
視聴者は、進行中か、または今後のある時刻に開始されることが予定されている全てのチ
ャンネル及び番組のリスティングを、ある順序で表示する“全チャンネル”フォーマット
でグリッドガイドを見るように選択することができる。“全チャンネル”フォーマットで
は、視聴者は各チャンネル毎のリスティングを上へ及び下へ、左から右へ、及び右から左
へスクロールさせ、その日の異なる時刻に予定されているチャンネルのリスティングを見
る。典型的には、ガイドの最も左の部分は最も早く予定されている番組であり、その日の
その後の時刻に予定されているリスティングが連続して右へ続いている。
【００６３】
代替として視聴者は、一時に１つのチャンネルで予定されている番組を見るように選択す
ることができる（“チャンネルガイド”）。このフォーマットでは、視聴者は単一のチャ
ンネルのためのリスティングを、その日の異なる時刻のために予定されているものとして
上へ、及び下へスクロールする。典型的には、チャンネルガイドの“トップ”は最も早く
予定されている番組であり、その日のその後の時刻に予定されているリスティングが連続
している。図９は、ＥＰＧのチャンネルガイド機能を示すオンスクリーンＥＰＧ表示の例
の図形表現である。
【００６４】
“チャンネルガイド”フォーマットでは、視聴者は“次の”チャンネルのための、または
“前の”チャンネルのためのチャンネルガイドを見るように選択することができる。１つ
の実施の形態においては、“次の”及び“前の”チャンネルガイドは、ＥＰＧメニュー、
動作ボタン、またはタスクバーの１つ上のオプションである。別の実施の形態においては
、視聴者のリモートコントロールデバイスには、“次の”及び“前の”チャンネルガイド
キーが設けられている。別の実施の形態においては、視聴者は上向き及び下向き矢印キー
を使用して、次の、または前のチャンネルガイドへナビゲートする。
【００６５】
Ｂ．今後に予定されている番組のビデオ記録の視聴者による制御の改良
１．ＰＩＰウィンドゥ内に表示された番組の記録
詳細は後述するように、ＥＰＧは４つの多重“ウィンドゥ”を提供する。１つのウィンド
ゥは現在同調している番組を表示する。視聴者がテレビモードからＥＰＧに入るとＰＩＰ
ウィンドゥが“強調表示”される。１つの実施の形態では、ＰＩＰウィンドゥの強調表示
はＰＩＰウィンドゥの周りの枠の色変化によって達成される。ＰＩＰウィンドゥが強調さ
れている間に、視聴者は表示された番組を記録するようにＥＰＧに命令することができる
。１つの実施の形態では、視聴者は、視聴者のリモートコントロールデバイス上の記録ボ
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タンを押すことによって、強調表示されたＰＩＰウィンドゥ内に表示されている番組を記
録する。
【００６６】
２．“通常”記録
本発明の１つの実施の形態は、視聴者に、特定の番組を“通常”記録するオプションを提
供する。“通常”オプションは、視聴者がＥＰＧグリッドガイド上の特定の番組タイトル
を強調表示させた時に選択することができる。視聴者が“通常”オプションを選択すると
、ＶＣＲ制御システムは、その番組がテレビ放送されるどの曜日の選択されたタイムスロ
ットにおいても、選択されたチャンネル上の特定のタイトルを記録するように命令される
。もし選択されたタイトルが別の番組に差し替えられれば、新しい番組は記録されない。
テレビ放送予定の変更は、選択された番組のタイトルと、実際にテレビ放送される番組の
タイトルとを比較することによって決定される。本発明の１つの実施の形態では、実際に
テレビ放送される番組のタイトルが、テレビ信号の垂直消去期間中に伝送されるものとし
ている。視聴者が特定の番組を“通常”記録することをＥＰＧに命令した場合、もし選択
された番組が別の番組に差し替えられていれば、差し替え番組は記録されず、ＥＰＧは選
択された番組が差し替えられ、記録されなかったことを視聴者に通知するメッセージを表
示する。
【００６７】
３．“通常”記録された番組のための記録機能再放映フィルタ
ＥＰＧは、再放映を検出することができる。その番組が再放映であることの識別は、番組
放送のＶＢＩ中に伝送される。別の実施の形態では、再放映識別情報は番組詳細内で利用
できる。記録機能の１つの実施の形態では、視聴者が“通常”記録オプションを選択した
場合、視聴者は再放映を濾過するオプションも与えられる。もし視聴者が再放映フィルタ
オプションを選択すれば、番組が通常予定される度に、ＥＰＧは引渡される番組エピソー
ドが再放映として識別されているか否かを決定する。もしそのエピソードが再放映であれ
ば、そしてもし視聴者がその番組タイトルに関して再放映フィルタオプションを選択して
いれば、ＥＰＧはそのエピソードを記録しない。
【００６８】
４．記録命令のスキップ
ＥＰＧ記録機能では、視聴者は記録のために番組のタイトルを選択する。一旦番組のタイ
トルを選択すると、視聴者は記録予定オプションを選択するかどうかを尋ねられる。視聴
者は、記録予定オプションとして、１回、毎日、毎週、または通常を選択することができ
る。もし視聴者が毎日、毎週、または通常の記録予定オプションを選択すれば、１つの実
施の形態は視聴者が番組の記録を１回スキップすることを可能にする。１回スキップ命令
は、たとえその番組タイトルのための記録命令が記録リスト内に残っていても、ＥＰＧに
その番組タイトルを記録させないようにする。
【００６９】
ＥＰＧの記録機能においては、視聴者は、記録リスト上の全ての番組についての、または
記録リスト上の選択された番組についてのスキップ命令を選択することができる。この特
色は、視聴者が休暇で旅行する時に使用することができる。番組は記録リスト上に残る。
視聴者のオプションで、視聴者は記録リスト上の全ての番組のための、または記録リスト
上の選択された番組のためのスキップ命令をオフにすることができる。
【００７０】
５．記録リストの自動更新
ＥＰＧノード記録機能においては、ＥＰＧは記録のために指定された特定の番組タイトル
に関する記録命令と比較することによって、番組予定の変化を検出する。１つの実施の形
態では、ＥＰＧが番組予定変化を検出した時、記録リストは予定変化情報を用いて自動的
に更新される。例えば、もしスポーツイベントが始めに予定されていた時間よりも長く放
映されれば、スポーツイベントの後にテレビ放送される予定になっている番組の時刻を更
新する予定更新情報のパケットをＶＢＩ中に伝送する。ＥＰＧはＶＢＩ予定更新を検出し
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、記録リストを更新してスポーツ番組に続くどのような番組の記録も適切に記録できるよ
うにする。
【００７１】
６．記録可能なディジタルビデオディスク上への記録
視聴者は、記録可能なディジタルビデオディスク（ＤＶＤ）上に番組を記録するようにＥ
ＰＧに命令することができる。ＤＶＤの記憶容量が拡張されているので、視聴者は長時間
にわたって番組を記録し、索引付けすることをＥＰＧに命令することができる。例えば視
聴者は、例えばＣＮＮニュース放送の４時間分を記録し、ある番号を索引付けするように
ＥＰＧに命令することができる。視聴者がＤＶＤ記録を見る準備が整った時に、ＥＰＧは
ＤＶＤ索引を画面上に表示する。そこで視聴者は全ＤＶＤ、または視聴者が関心がある記
録の部分だけを見るように選択することができる。
【００７２】
１つの実施の形態においては、記録された番組の番組レベルの索引が作成される。別の実
施の形態においては、伝送されたビデオのＶＢＩ中に伝送される情報を使用することによ
って、番組間索引が作成される。この実施の形態では、ＣＮＮの記録は“国際ニュース”
、“国内ニュース”、“スポーツ”、“エンターテイメント”、“ビジネス及び金融”、
及び“気象”のようなテーマを含む索引分類を示すことになろう。
【００７３】
更に別の実施の形態においては、ある一定の時間間隔を使用して番組間索引が作られる。
索引は、開始及び終了時間間隔、及びオーディオ内容抄録を示す。
【００７４】
更に別の実施の形態においては、記録された番組のオーディオ内容を索引付けソフトウェ
ア（“内容解析プログラム”）が解析する。これは典型的に、番組のＶＢＩ中に伝送され
た全ての索引分類の使用への追加である。内容解析プログラムは、特に、アナウンサーの
変化、トーンの変化、速さの変化、時事用語、地理的位置、名詞語のような変数を解析す
るスピーチ及び音声認識技術を使用する。次いで内容解析プログラムは、上述したテーマ
索引の他に時事索引を作成する。
【００７５】
７．速度依存テープ容量
ＥＰＧの記録機能は、視聴者が記録するために選択した番組のタイトルを識別する記録リ
ストを作る。速度依存テープ容量機能は、速いテープ速度で１つのテープに適合するタイ
トルを１つの色で識別するために、及び遅いテープ速度で１つのテープに適合するタイト
ルを別の色で別個に識別するために、カラーコーディングを使用する。
【００７６】
８．記録命令競合の解決
ＥＰＧの記録機能は、視聴者記録命令の競合を認識する。１つの実施の形態においては、
ＥＰＧの記録機能は、競合を解決するように視聴者に促す。例えば、記録機能において、
ＥＰＧは特定の番組を記録する視聴者命令を受入れる。ＥＰＧは新たに受けた記録命令と
、記録リスト内の今のところ不完全に実行された、または今のところ実行されていない記
録命令とを比較する。もしＥＰＧが日付、時刻、及び新たに受けた命令と、記録リスト内
に残っている１つまたはそれ以上の記録命令との間の持続時間の重なりを検出すれば、Ｅ
ＰＧは競合を視聴者に通知するメッセージをフォーマットする。このメッセージは特定の
番組を記録するように新たに受けた命令と、記録リスト内の競合記録命令とをユーザに通
知する。記録機能では、ＥＰＧは競合を排除するために記録命令を改訂するように視聴者
に要求する。１つの実施の形態では、もし日付、時刻、及び持続時間が“通常記録される
”番組を記録するための記録命令と競合する“１回だけの放映”番組に関する１つの記録
命令をＥＰＧが検出すれば、ＥＰＧは、視聴者が“１回だけの放映”番組の記録の方を選
択することを視聴者に示唆するオンスクリーンメッセージをフォーマットする。別の実施
の形態では、ＥＰＧは“通常記録”命令を無効にすることを自動的に“決定”し、視聴者
がそれ以上介入しなくとも“１回だけの放映”番組を記録する。
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【００７７】
記録命令競合を解決する１つの方法は、記録に関して競合する番組が別途放映されるのを
選択することである。ＥＰＧの１つの実施の形態では、視聴者はＥＰＧ内の特定番組を強
調し、その週間のその番組の全ての放映のリストを要求することができる。次いで視聴者
は、その番組が別途放映された時に記録することができる。代替実施の形態においては、
視聴者はその週間の全ての番組のアルファベット順リストを見ることができる。視聴者は
、このアルファベット順リストから、見たり記録したりする番組をマークすることができ
る。
【００７８】
９．テーマガイドからの記録
ＥＰＧは、例えばスポーツ、映画、ニュース等のようないろいろなテーマガイドを提供す
る。例えばスポーツテーマガイドのような特定のテーマガイドを視聴者が選択する場合、
視聴者は、テーマガイドを出て番組グリッドガイドへ行くことなく、テーマガイドにある
間にあるイベントを記録するようにＥＰＧに命令することができる。例えば、スポーツテ
ーマガイドにおいて、視聴者は、特定のスポーツイベントのためのボックススコア上を、
及び／またはスポーツテーマガイド内のスポーツ番組リスティング上をクリックすること
によって、スポーツイベントを記録リストに追加するようにＥＰＧに命令する。
【００７９】
Ｃ．ＥＰＧ表示及びナビゲーションのための機能の改良
１．ｅメール
好ましい実施の形態においては、ＥＰＧはインターネット／ワールドワイドウェブをイン
タフェースする。好ましい実施の形態では、視聴者はｅメールを送受するためにインター
ネットにアクセスすることができる。
【００８０】
別の実施の形態では、テレビ端末が別個にアドレス可能であり、ヘッドエンドがそのネッ
トワーク上の視聴者間ｅメールトラフィックを制御する。双方向伝送を容易にするために
、900または料金無料番号をバックリンクとして使用する。次いで、視聴者の別個にアド
レス可能なテレビのＶＩＢを通してｅメールを適切な視聴者へ送ることができる。
【００８１】
２．複数の可視“ウィンドゥ”
ＥＰＧ　ＵＩ画面は、複数の可視“ウィンドゥ”を提供する。１つのウィンドゥはＥＰＧ
グリッドガイドを提示する。別のウィンドゥは、ピクチャーインピクチャー（ＰＩＰ）ウ
ィンドゥを提示し、それには現在同調されている番組が表示されている。別のウィンドゥ
は広告情報を表示する（“広告ウィンドゥ”）。広告は、図形及び文章情報の形状である
ことができる。代替として広告は、ビデオ表示の形状であることができる。１つの実施の
形態では、広告ウィンドゥは対話形である。
【００８２】
視聴者がテレビモードからＥＰＧに入ると、ＰＩＰウィンドゥが強調表示される。視聴者
は、ＰＩＰウィンドゥをロックすることができる。ＰＩＰウィンドゥをロックすると、視
聴者は、ＥＰＧ番組グリッドガイドを通してスクロールさせながら、ＰＩＰウィンドゥ内
に表示されているテレビ番組を視聴し続けることが可能になる。ＰＩＰウィンドゥをアン
ロックさせると、グリッドガイド内の強調表示された番組タイトルに関連するビデオがＰ
ＩＰウィンドゥ内に表示される。
【００８３】
後述するように、視聴者は“広告ウィンドゥ”を強調表示させることもできる。このよう
にすると、製品を記述する付加的なテキストがＥＰＧグリッドガイドの明細ボックス内に
表示される。
【００８４】
もし広告ウィンドゥが特定の製品に関する情報を表示していれば、記録ボタンを押すこと
によってＥＰＧは、情報が今後の時点に予定されている限りインフォマーシャルを記録す
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るように命令される。代替として、広告ウィンドゥは、今後に予定されているテレビ番組
に関する、またはある期間にわたってテレビ放送されるシリーズ番組に関する情報を表示
することができる。この場合、記録ボタンを押すことによってＥＰＧは、今後に予定され
ている番組を記録するように命令される。代替として、視聴者は、視聴リストのために番
組を指定することができる。
【００８５】
１つの実施の形態においては、カーソル／強調表示がＰＩＰウィンドゥに到達するまで視
聴者が左向き矢印キーを押すと、グリッドガイドからＰＩＰウィンドゥまでナビゲートす
る。視聴者が右向き矢印キーを使用すると、ＰＩＰウィンドゥからグリッドガイドへ戻る
ように運動する。１つの実施の形態においては、ＰＩＰウィンドゥからグリッドガイドま
での運動により、カーソルはグリッドガイドラインナップの真のトップまでスクロールさ
せられる。上向き矢印キーを押すと、カーソルはグリッドガイドラインナップのトップか
らナビゲーションバーへ運動する。ＥＰＧは、例えば情報センター、スポーツ、ニュース
、セットアップ、ヘルプ等のようなナビゲーション上の幾つかの可能な行先を提供する。
【００８６】
下向き矢印キーを押すと、カーソルはＰＩＰウィンドゥから広告ウィンドゥまで運動する
。
【００８７】
視聴者は、視聴者が初めにグリッドガイドに入る時に、特定のナビゲーションバー行先を
強調表示するために省略時をセットすることができ、またシステム省略時が可能である。
【００８８】
３．半透明オンスクリーン効果
１つの実施の形態においては、ＥＰＧは特別な半透明視覚効果を作成する。半透明効果を
作成するために、視聴者は画素毎の表示フォーマットを交互させる（１つの画素は重ね書
きの色であり、次の画素は透明である）。
【００８９】
　４．オンスクリーン通知
　ＥＰＧは、視聴者へのオンスクリーン通知をフォーマットし、視聴者へのオンスクリー
ン通知を表示する。オンスクリーン通知は、どのような数の可能情報アイテムをも視聴者
に警告のために使用することができる。例えば、ＥＰＧは、ＥＰＧがある時間（例えば、
２分）以内に特定の番組の記録を開始することを視聴者に通知することができる。記録通
知は更に、番組を記録するようにケーブルボックスをスイッチするか否かを視聴者に尋ね
ることもできる。もし視聴者が、番組を記録するようにＥＰＧをケーブルボックスへスイ
ッチすることを欲していないことを指示すれば、ＥＰＧは記録リストからその番組を削除
する。別の例は、関心を持っていそうな番組（例えば、視聴者のプロフィールの解析から
決定する）が、ある時間（例えば、２分）以内に別のチャンネル上で放送されることを視
聴者に通知することである。ＥＰＧは、他のチャンネル上の番組を視聴者が見たいか否か
を尋ねることができる。もし視聴者が、他のチャンネル上の番組を視聴したいことを指示
すれば、ＥＰＧは適切な時刻に他のチャンネルに自動的に同調する。代替として、ＥＰＧ
は、視聴者が他のチャンネル上の番組を記録することを欲しているか否かを視聴者に尋ね
ることができ、もし視聴者の返答が肯定的であれば、適切な時刻にその番組を記録するこ
とができる。
【００９０】
もしテレビがテレビモードにあれば、通知はオンスクリーン表示される。通知は、多くの
方法で表示することができる。これらの方法は、以下のものを含む。即ち、1.)完全な画
面重ね書き、2.)部分的な画面重ね書き、3.)リアルタイム番組ビデオがＰＩＰフォーマッ
トに自動的に変えられ、通知はＰＩＰウィンドゥの外側に表示される、4.)リアルタイム
番組ビデオがＰＩＰフォーマットに自動的に変えられ、通知はＰＩＰウィンドゥの内側に
表示される、5.)オンスクリーン上の何処かに“透かし”として、6.)視聴者のリモートコ
ントロールデバイス上のナビゲーションキーを使用して視聴者が“押す”ことができるオ
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ンスクリーンアイコンを表示させ、そしてもしそれを押せば、通知が上述したフォーマッ
トの１つで表示される、7.)番組ビデオは、例えば画面のトップの90％のようなあるパー
センテージで適合するように僅かに圧縮され、通知は画面のボトムを水平方向にロールす
るメッセージとして表示される、8.)番組ビデオは、例えば画面のボトムの90％のような
あるパーセンテージで適合するように僅かに圧縮され、通知は画面のトップを水平方向に
ロールするメッセージとして表示される。
【００９１】
もしテレビがテレビモード以外のあるモードにあれば、ＥＰＧは上述したフォーマットの
１つの変形を通して視聴者に通知することができる。例えば、もしテレビがＰＩＰフォー
マットでグリッドガイドモードにあれば、ＥＰＧはフォーマット1.)、2.)、5.)、6.)、7.
)、8.)の何れかを使用することも、またはＥＰＧは広告ウィンドゥ内に、仮想広告チャン
ネルスロット、詳細情報ウィンドゥ内に、または画面のトップまたはボトムを水平にロー
ルするメッセージ内に通知を表示することもできる。
【００９２】
５．テーマナビゲーションバー
テーマ表示はグリッドガイドのトップの上である。１つの実施の形態では、グリッドガイ
ド表示は“ページアップ”オンスクリーンボタンをも提供する。視聴者は、ページアップ
オンスクリーンボタンを連続して“押す”ことによって、またはメニューボタンを“押す
”ことによってグリッドガイドのトップまでスクロールすることができる。
【００９３】
６．ＥＰＧを通してのスクローリングの改良及び滑らかなスクローリング
グリッドガイドモードにあるＥＰＧノードトップレベル画面において、視聴者は、番組予
定情報の今後の日に直接ジャンプすることができる。
【００９４】
１つの実施の形態においては、グリッドガイド表示は“ページアップ”オンスクリーンボ
タンを提供する。
【００９５】
複数のチャンネルのための番組予定情報が、グリッドガイドモードにあるＥＰＧノード画
面上に表示される。空間を保存するために、タイトルはグリッドガイドの表示では短くさ
れる。システムにはタイトル全体が使用可能であり、視聴者が対応する番組リスティング
のためのグリッドガイド内のタイルを強調させた場合には、グリッドガイドの詳細記述領
域内に表示される。しかしＥＰＧは、タイトルがグリッドガイドの予定タイル内に適合す
るように、タイトルを短くするための１組の規則に従ってタイトルを短くする。
【００９６】
視聴者は、番組リスティングを通してスクロールアップまたはダウンさせることができる
。スクロールさせている間、タイトルはスクロールが停止されるまで書き込まれることは
ない。このようなタイトルの書き込みの遅れは処理をスピードアップさせ、画面は混乱の
少ない現れ方になる。スクローリング中のカーソルは、チャンネルがラインアップのトッ
プまたはボトムでない限り、画面上のトップまたはボトムタイルを強調表示させない。強
調表示されないことは、スクロールされた方向にまだチャンネルが残っていることを視聴
者に信号している。
【００９７】
ＥＰＧユーザインタフェース（“ＵＩ”）に対するさらなる改良は、“滑らかなスクロー
リング”の開発である。カーソルがボトムから２番目のタイルに到達して新しいタイルが
ボトムに現れると、タイル全体、及び例えば番組タイトルのようなその内容は、新たに現
れたタイルが完全なタイル高さに到達するまで徐々に高さが成長して行く。同時に、画面
のトップから消えて行くタイル、及びそのトップタイルの内容は、そのタイルが去ってし
まうまで高さが縮小して行く。これは総合画面表示に滑らかな移行を与えているのである
が、それが１秒の1/60で変化しているので実際には知覚することはできない。
【００９８】
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滑らかなスクローリングは、既存のオンスクリーンガイドに使用されているスクローリン
グ技術であるページ毎に画面を変化させるものよりも視聴者を混乱させることが少ない。
ビットマップ全体は、１つのタイルをスクロールアップするように再書き込みする必要は
なく、トップタイルだけが垂直次元で縮小、即ち圧縮される。
【００９９】
１つの実施の形態においては、ゆっくりとスクロールさせている時に画面上に現れる新し
いタイルは、スクローリングが停止するまで再書き込みされることはない。複数のタイル
を急速にスクロールさせている時には、プロセッサはスクロール中にどのタイルへのタイ
トルの再書き込みも停止し、プロセッサはスクロールが停止するか、タイトルを再書き込
みするためにスローダウンするまで待機する。画面が所望の点に到達するまでタイトルを
検索する必要がないので、これは高速スクローリングを可能にする。データの再書き込み
は極めてプロセッサ集中的である。ビットマップの再書き込み及びメモリからのデータの
検索を最小にするためには、ファームウェアとハードウェアとの間の特別な対話が要求さ
れる。これは、垂直及び水平スクローリングの両方に言えることである。チャンネル識別
子及び予定時刻は表示され続けるので、ユーザは方向付けられたままであることができる
。
【０１００】
７．ＥＰＧにおける“ジャンピング”
視聴者は、多くの方法で、所望の動作またはＥＰＧ内の位置へ“ジャンプ”することがで
きる。グリッドガイドにおいては、視聴者は、視聴者のリモートコントロールデバイスの
キーパッド上のチャンネル識別番号の数字を入力することによって、特定のチャンネルの
ためのチャンネルスロットへジャンプすることができる。ＥＰＧはその数を解釈し、ＥＰ
Ｇカーソルのための適切な位置を計算する。次いでＥＰＧは、適切なチャンネルスロット
オンスクリーンにカーソルを表示する。
【０１０１】
１つの実施の形態では、グリッドガイドのＥＰＧ表示上の何処かの好みのチャンネル選択
バー上のボタンを押すと、視聴者の好みの、及び／または最も視聴したチャンネルが表示
される。視聴者は、適切なチャンネルボタンを“押す”ことによって、視聴者の好みのチ
ャンネルの１つへジャンプすることができる。
【０１０２】
別の実施の形態においては、視聴者のリモートコントロールデバイスがキーパッド上の番
号に関連付けられた文字を表示する。視聴者はあたかもアルファベット及び／または数値
のようにキーを押すことができるようになるために、視聴者は特別な“変更”（“Alt”
）キーを使用することができる。これにより、視聴者はＣＮＮのようなチャンネル識別子
を入力することができる。
【０１０３】
更に別の実施の形態においては、視聴者は、好みのチャンネル識別子のプルダウンメニュ
ーを要求することができ、またプルダウンメニューからチャンネルを選択することができ
る。
【０１０４】
更に別の実施の形態においては、視聴者は、視聴者のリモートコントロールデバイス上の
“ブックマーク”キー、または代替としてＥＰＧ表示上の“ブックマーク”ボタンを使用
することによって、ＥＰＧ内に“ブックマーク”をセットすることができる。視聴者は、
後刻復帰させるために現在の位置をマークすることをユーザが欲した場合、“ブックマー
ク”を押すことができる。これにより視聴者は、ＥＰＧ内のある他の位置までスクロール
、ジャンプ、またはその他によりナビゲートすることができる。視聴者がブックマーク位
置まで戻ることを欲した場合には、視聴者は“ラストマーク”キー（視聴者のリモートコ
ントロールデバイス上か、または代替として、ＥＰＧ表示上の何れか）を押すことができ
る。ＥＰＧは、複数のブックマークされた位置を記録することができる。１つの実施の形
態においては、視聴者がテレビを切り、次いでテレビを何回もオンにした後もＥＰＧはブ
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ックマークされた位置を憶えていることができる。
【０１０５】
８．番組予定のテーマ別カラーコーディング
ＥＰＧは、複数のテーマに従って番組を類別する。１つの実施の形態においては、ＥＰＧ
は、その番組に割当てられたテーマ類別に従ってグリッドガイド内の番組の提示をカラー
コードにする。
【０１０６】
９．番組を制御できる日数
典型的には、ＥＰＧは番組リスティングを２日間だけ留めておく。視聴者の選択により、
ＥＰＧは番組リスティングを１日間留めるだけにすることができる。１日のオプションは
、番組リスティングの範囲を小さくするが、応答時間を増加させる。代替として、視聴者
は、特定の装置によって与えられる日数（これは、使用可能なメモリの対応する記憶量に
よってセットされる）以内であれば、番組リスティングをどのような日数にも留めるよう
に選択することができる。
【０１０７】
Ｄ．親によるＥＰＧ表示の制御
親視聴者は、初期ＥＰＧセットアップ手順中に、始めに親による制御機能に入る。ＥＰＧ
セットアップ手順中、親は全てのテレビ視聴者を識別し、個々の視聴者に“識別子”を割
当てる。親視聴者は、親視聴者のためのパスワードをも確立する。米国暫定特許出願第60
/085,401号（ "V-CHIP Plus＋:In-Guide User Interface Apparatus and Method for Pro
grammable Blocking of Television and other viewable programming such as for Pare
ntal Control of a Television Receiver" ）は、個々の視聴者を識別してパスワード保
護を開始するための親による制御のセットアップ手順を開示しており、本明細書はその全
文を参照として採り入れている。
【０１０８】
親による制御機能においては、親は、特定の視聴者のためにグリッドガイド内で見ること
ができるチャンネル及び番組を選択し、また見ることを阻止すべきチャンネル及び／また
は番組を選択する。セットアップ手順中に識別される子供の視聴者は、簡易化されたグリ
ッドガイドを見るが、親によってマークされた番組を見ることは阻止される。１つの実施
の形態においては、個々の視聴者は、視聴者ＩＤ及びパスワードによって識別される。別
の実施の形態においては、個々の視聴者は異なるリモートコントロールデバイスを有して
おり、その使用もパスワード保護されている。
【０１０９】
Ｅ．視聴者によるテレビ番組情報へのアクセスの改良
１．仮想チャンネル広告スロット及び広告ウィンドゥ番組広告
以下に説明するように、ＥＰＧは、視聴者がテレビ番組に関する詳細な情報を入手するた
めの多くの機会を視聴者に与える。以下にさらに説明するように、ＥＰＧは、今後に予定
されているテレビ番組を広告し、テキストまたはビデオクリップについての付加的な情報
を入手する仮想チャンネル広告スロットまたは広告ウィンドゥ表示を選択する機会を視聴
者に与える。
【０１１０】
２．インターネットへのリンクを含む視聴者アクセスのための付加的な詳細　　　な情報
ＥＰＧは、グリッドガイドの詳細情報領域内に番組リスティングに関連する詳細な情報を
表示する。詳細な情報は、特に、番組の詳細な文章記述、俳優及び女優に関する情報、番
組の製作に関する情報、製品関連情報、関連インターネットウェブサイト及びオンライン
インターネットチャットルームの識別を含むことができる。ＥＰＧは、視聴者がグリッド
ガイド内の特定の番組、広告ウィンドゥ、または仮想チャンネル広告スロットを強調表示
させた時を含む多くの方法で、このようなガイド／データサービスからの詳細な情報を要
求する能力を視聴者に与える。１つの実施の形態においては、視聴者のリモートコントロ
ールデバイスはパワー“情報”キーを有している。視聴者がオンスクリーン強調表示／カ
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ーソルをＥＰＧオンスクリーン表示上の特定のタイルまたはウィンドゥへナビゲートする
時に、視聴者は、リモートコントロールデバイスの“情報”キーを押して付加的な情報を
要求することができる。
【０１１１】
１つの実施の形態では、視聴者がグリッドガイド、広告ウィンドゥ、または仮想チャンネ
ル広告スロット内の特定の番組を強調表示させるか、またはそれ以外に詳細な番組関連情
報へのアクセスを要求した時、ＥＰＧはインターネット上の特定のウェブサイトを用いる
等によって、視聴者を外部情報データベースに接続する。視聴者は、スポーツ、ニュース
、または他のガイド／データサービスのような詳細な専門情報ガイド／データサービスを
ユーザに接続するようにＥＰＧに命令することができる。１つの実施の形態においては、
外部データ源へのリンキングは、ウェブサイトアドレスを、ユーザ端末のＲＡＭ内の広告
ウィンドゥ、または仮想チャンネル広告スロット広告と共に格納することによって達成さ
れる。
【０１１２】
グリッドガイド内にリストされているスポーツ番組は、視聴者がこのような詳細な専門情
報ガイド／データサービスとどのように対話するかを明らかにする例を提供する。視聴者
がグリッドガイド内にリストされているフットボールゲームを強調させると、その番組に
関する普通の詳細がグリッドガイドの詳細情報領域内に表示される。更に、強調された番
組に関連する複数のアイコンをグリッドガイド内に表示させることができる。１つのアイ
コンは、ゲームが既に進行中であることをユーザに警告する。別のアイコンは、専門ガイ
ド情報が利用可能であることを指示する。視聴者は、視聴及び／または記録するためにグ
リッドガイドから番組を選択することができる。更に、視聴者は、専門ガイドアイコンを
選択することができる。スポーツ番組の場合には、専門ガイドアイコンを選択すると、も
しゲームがグリッドガイドの詳細情報領域内で既に進行中であれば、例えばそのゲームの
スコアボードが表示される。もしゲームが今後の時刻に予定されていれば、専門ガイドア
イコンを選択すると、例えばプレイヤー、チーム、及び多分そのゲームに関するオッズに
関する情報が表示される。
【０１１３】
例えばスポーツガイドスコアボードの表示内に表示される別のアイコンは、インターネッ
ト（例えば、多分そのゲームに関するオンラインチャットを含むゲームに関する付加的な
情報を供給する特定のウェブサイト）に接続するオプションを視聴者に与える。１つの実
施の形態では、ＥＰＧは、インターネットウェブサイトを表示するために全画面に切り替
わる。別の実施の形態では、ＥＰＧは、先にグリッドガイド及び／またはグリッドガイド
と広告ウィンドゥとが占めていた画面の領域内にインターネットウェブサイトを表示し、
一方現在同調しているテレビ番組のリアルタイムビデオ表示をＰＩＰウィンドゥ内に表示
し続ける。代替として、ＥＰＧは、インターネットウェブサイトをＰＩＰウィンドゥ内に
表示し、現在同調しているテレビ番組を先にグリッドガイド及び／またはグリッドガイド
と広告ウィンドゥとが占めていた画面の領域内に表示させることができる。ＥＰＧが始め
に接続されるインターネットウェブサイト（“コンタクトウェブサイト”）は、視聴者へ
の、及び他の関心サイトへの所定のハイパーリンクを使用する特殊化されたディレクトリ
であることができる。コンタクトウェブサイトは、付加的に、または代替として、関心情
報を探知する探索能力を視聴者に与えることができる。
【０１１４】
一旦視聴者が専門情報ガイド／データサービスに接続されると、視聴者はそのガイド／デ
ータサービスを使用してＥＰＧグリッドガイド内に含まれている特定の情報へ視聴者を導
くことができる。例えば、視聴者が、視聴するためにニュース番組を選択する。ニュース
番組を視聴中、ニュース放送者が宇宙飛行士を含むイベントについて述べる。視聴者は、
ニュースガイド／データサービスアイコンを選択して、特に、宇宙飛行士を含む特定のイ
ベントに関する付加的な情報を記述するインターネット上のウェブサイトに接続する。視
聴者は、コンタクトウェブサイトによって提供される探索エンジンを使用し、同一宇宙飛
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行士に関する付加的な情報を探知する。その後のウェブサイトにおいては、若干の同一の
宇宙飛行士に関するチャンネル発見番組に言及する。視聴者は、参照された番組の出現を
探知し、その番組を記録するように予定することをＥＰＧに命令する。１つの実施の形態
では、プラスコード状アドレスを使用して予定された番組にリンクするか、またはそれを
記録する。
【０１１５】
視聴者は、インターネット上で使用可能な、そしてニュースデータサービスによって作成
された、記録済みのテレビニュース番組及びリポートの索引を探索することができる。視
聴者は、索引を探索することができる。もし視聴者が１つの索引付けされたリポートを選
択すれば、索引されたリポートのビデオクリップがインターネットウェブサイト表示によ
って占められている画面上の領域内に、またはオンスクリーン表示の代替領域または部分
内に示される。視聴者はそのビデオクリップを記録することをＥＰＧに命令することがで
きる。
【０１１６】
ＥＰＧは、特別なデータサービスによって与えられる付加的な情報をＥＰＧ表示内に統合
することができる。例えば、スポーツデータサービスの場合、ＥＰＧは、番組リスティン
グ表示及び／またはあるゲームのスポーツスコアを、ゲームのステージに依存して特別な
カラーコーディングでフォーマットすることができる。例えば、もしゲームが進行中であ
れば、ＥＰＧは番組リスティング表示及び／またはそのゲームのスポーツスコアを１つの
色（例えば、緑）でフォーマットし、もしゲームが終了すれば、番組リスティング表示及
び／またはそのゲームの最終スコアを異なる色（例えば、青）でフォーマットする。もし
ゲームが進行中であれば、視聴者はボックススコアを強調表示して選択し、ボックススコ
アからテレビ上に示されているゲームまで移動させることができる。１つの実施の形態に
おいては、選択されたテレビスポーツ番組はＰＩＰウィンドゥ、または広告ウィンドゥ内
に現れ、それによって視聴者は、対応するテレビスポーツ番組を視聴しながら、スポーツ
ガイド内のスポーツ番組関連ストーリーを読むことができる。
【０１１７】
ＥＰＧは、特別なニュースガイド内のニュースアイテムと関連テレビ番組との間をリンク
することもできる。視聴者は、ニュース番組へリンクし、ニュースガイド内のニュースア
イテムを強調表示させ、選択することによって、その番組を視聴または記録することがで
きる。１つの実施の形態においては、選択されたテレビニュース番組はＰＩＰウィンドゥ
、または広告ウィンドゥ内に現れ、それによって視聴者はそのイベントに関して報告する
テレビニュース番組を視聴しながら、ニュースガイド内のストーリーを読むことができる
。
【０１１８】
１つの実施の形態においては、選択されたチャンネルのためのＶＢＩは、特別なデータサ
ービスの引渡しに専用される。例えば、ＥＳＰＮ　ＶＢＩは、スポーツデータサービスだ
けを伝送する。１つの実施の形態においては、このデータを伝送するための刺激として、
データサービスはＥＳＰＮテレビ番組をＰＩＰウィンドゥ内に表示する。データを捕捉す
るためにチューナーはＥＳＰＮにセットしなければならないので、テレビ信号はＰＩＰ内
の表示のために使用可能である。
Ｆ．コマーシャル広告主の視聴者に対する接触機会の向上
１．広告ウインドゥ製品関連映像クリップ及びインフォマーシャル記録
ＥＰＧを用いることにより、インフォマーシャルのプロデューサは、広告ウインドゥを通
じて視聴者と接触する上での能力が向上する。広告時間を購入する費用に鑑みて、次第に
多くなっている製品製造業者及び購入者は、製品についてのインフォマーシャルをプロデ
ュースし、次に、オフプライムタイム予定、非プライムチャンネルにおけるそれらのイン
フォマーシャルのために比較的安価な放送時間を買い入れる。ＥＰＧにより、インフォマ
ーシャルのプロデューサは、一度に、又は視聴者がリアルタイムで見るには不都合なチャ
ンネルで放送されるインフォマーシャルを記録する機会を視聴者に与えるための機会をも
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つ。
【０１１９】
もし広告ウインドゥが、特定の製品についての情報を表示していれば、記録ボタンを押す
ことによりＥＰＧに命令を出して、このＥＰＧが人が将来の時間についてスケジュール設
定される範囲で、インフォマーシャル又は広告を記録するようにする。別法として、視聴
者は、視聴リストについてのインフォマーシャル又は広告を指定することができる。別法
として、ＥＰＧにより、インフォマーシャルのプロデューサは、視聴者に広告対象の製品
についての映像クリップを見る機会を与えるための機会をもつ。
【０１２０】
一実施形態では、広告ウインドゥに表示された製品及び（又は）番組と関連した映像クリ
ップは、視聴者が広告ウインドゥを強調表示した場合に示される。実施形態及び（又は）
視聴者のオプション選択に応じて、映像クリップは、ＰＩＰウインドゥ、広告ウインドゥ
又はフルスクリーン（全画面）に示される。映像クリップの終りに、ＥＰＧは代表的には
、視聴者が映像クリップの表示をトリガしたオプションを選択する直前に操作を行ったモ
ードに戻る。
【０１２１】
２．広告ウインドゥ番組関連記録
ＥＰＧは、視聴者と接触する別の機会をテレビ番組の配給業者に与える。広告ウインドゥ
は、将来予定されているテレビ番組についての情報を表示することができる。もし視聴者
が番組を記録することに興味があれば、視聴者は多くの種々の代替可能なアクションを取
ることができる。例えば、一実施形態では、視聴者は、将来予定されている番組を記録す
るようＥＰＧに命令を出すことができる。一実施形態では、視聴者はリモートコントロー
ル装置の記録ボタンを押してＥＰＧに将来予定されている番組を記録するよう命令を出す
。別法として、視聴者は、番組を視聴リストに追加するようＥＰＧに命令を出すことがで
きる。別法として、視聴者は、番組についての映像クリップを表示するようＥＰＧに命令
を出すことができる。さらに別法として、視聴者は、ユーザと詳細な専門情報ガイド／デ
ータサービス、例えばスポーツ、ニュース又は他のガイド／データサービスに接続するよ
うＥＰＧに命令を出すことができる。ＥＰＧを利用することにより、視聴者は、かかるガ
イド／データサービスからの詳細な情報を種々の仕方でリクエストすることができ、かか
る方法としては、視聴者が、グリッドガイド、広告ウインドゥ又は仮想チャンネル広告ス
ロット中の特定の番組を強調表示する場合が挙げられる。一実施形態では、ＥＰＧは、グ
リッドガイドの詳細な情報領域中に関連詳細情報を表示する。別の実施形態では、ＥＰＧ
は、視聴者を、外部情報データベースに接続し、例えばインターネット上の特定のウェブ
サイトに接続する。
【０１２２】
３．パネル広告
一実施形態では、パネル広告は、グリッドガイド中の一定領域を占め、一般に有料広告で
一杯になっている。広告ウインドゥ中のＰＩＰの真下には、２つのパネル広告についてグ
リッドガイドに使えるスペースがある。各パネル広告は、全スクリーン面積の約１／９を
占める。パネル広告の利用可能な領域は、高さが画素１３２個分×幅が画素１６０個分で
あり、四方が幅画素２個分の黒色の枠、左右の側及び２つの広告相互間の灰色の２つの画
素から成る。或る広告スペースが未売の場合、このスペースは、プレイスホールダ広告で
埋められ、ＲＯＭ中にに記憶させ、利用可能なスペースに挿入され又はおまけの広告で埋
められる。
【０１２３】
広告主は、両方のスクリーンの１／９の領域を購入でき、かくして１つの広告を、高さが
画素２７０個分×幅が画素１６０個分であり、四方が幅画素２個分の黒色の枠（ボーダー
）及び左右の側の灰色の２個の画素から成る利用可能なスペースでで作る。
【０１２４】
一実施形態では、すべてのグリッドスクリーンは、「ハードページ」で構成されている。
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ハードページは、９つのチャンネルスロットから成る領域として定義される。ユーザが９
* ｘチャンネルスロットを下にスクロールするたびに、新しい「ハードページ」が現れる
。スクロールアップして戻ると、先のハードページに戻ってこれが見えるようになる。各
ハードページには、これと関連した種々のパネル広告がある。
【０１２５】
一実施形態では、ハードページは、分類スクリーン内に別々に定義される。各ソートカテ
ゴリ（例えば、映画、スポーツ、子供向け）は、垂直方向に並んだリスト中の項目の数と
は無関係に一ハードページと考えられる。ユーザが一カテゴリから次のカテゴリに「水平
に」動くと、パネル広告が変化することになる。
【０１２６】
利用可能なハードページの枚数は、ユーザのラインアップの大きさ及びターンオン又はタ
ーンオフされるチャンネルの数で決まる。パネル広告の売却数について必要なハードペー
ジの数をサポートするのに足るチャンネルがない場合、すべてのパネル広告が表示される
訳ではない。例えば、４対のパネル広告及び４つのチャンネル広告が記憶装置内に記憶さ
れるものとする。さらに、特定のユーザが、自分のチャンネルラインアップ中に２０個の
使用可能なチャンネルを有するものとする。この場合、広告は次のように表示されよう。
【０１２７】
チャンネル１～８及び第１のチャンネル広告でパネル広告対１
チャンネル９～１６及び第２のチャンネル広告でパネル広告対２
チャンネル１７～２０及び第３及び第４のチャンネル広告でパネル広告対３
ユーザがもしこれよりも多くのチャンネルをターンオンして第４のハードページの追加を
必要とすれば、第４のパネル広告対が目に見えるようになる。
【０１２８】
一実施形態は、ユーザは、これらの広告を強調表示することができ、その結果拡張情報ボ
ックスが自動的に表示されることになる。この拡張情報ボックスは、グリッドの右側の２
／３全体に及ぶ。ユーザは、強調表示をパネル広告から外し、又は情報ボタンを、最後の
関連情報ボックススクリーンを提示したあと押すことにより拡張情報ボックスを閉じる。
図１０ａ及び図１０ｂは、強調表示されたパネル広告ウインドゥ の主題に関連した追加
の情報を提供する特徴の一実施形態を示すサンプルとしてのオンスクリーンＥＰＧ表示の
グラフ図である。
【０１２９】
一実施形態では、パネル広告は、フラットな黒枠によって包囲されている。パネル広告を
強調表示すると、枠は黄色に変わる。番組が記録のためにセットされると、枠は赤色に変
わる（パネル広告が強調表示されない場合は暗い赤、強調表示された場合は明るい赤）。
番組が視聴のために予定されると、枠はオレンジ色に変わる（パネル広告が強調表示され
ない場合は暗いオレンジ、強調表示された場合は明るいオレンジ）。
【０１３０】
一実施形態では、拡張情報ボックス内に次々に表示される多数の情報「スクリーン」があ
る。広告が強調表示されている状態で情報ボタンを押すと、これら追加のスクリーンがア
クセスされる。追加のスクリーンの数は有限ではなく、記憶装置に関する制約及び売却上
の要件がこの数を制限することになる。
【０１３１】
一実施形態では、関連ショー情報のあるパネル広告が強調表示されると、広告されたショ
ーは現在放映中であれば、ユーザは左動作ボタン（“視聴”のラベルが付けられている青
ボタン）を押すことにより、或いはリモートコントロール装置上の入力／選択を押すこと
により直接関連番組にチューニングをすることができる。視聴ボタンを押すことにより、
ショーは、ユーザが頻度を毎日又は毎週にセットできるようショーの放映時間のために記
録／視聴予定に置かれる。ショーが現在放映中でなければ、左動作ボタンを押すことによ
り、ショーは記録／視聴予定に配置され、又は入力／選択ボタンを押すことにより、広告
中のショーと関連したチャンネルにチューニングがなされる。記録／視聴予定に追加され
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たショーは、一回、毎日又は毎週視聴されるようにセットできる。視聴の特徴及び関連の
動作ボタンのラベルは、あたかもグリッドから視聴するためにショーをスケジュール設定
するかのように同一の仕方で働く。
【０１３２】
一実施形態では、パネル広告が関連ショー情報を有する場合、この広告を強調表示して右
動作ボタン（「記録」のついた緑ボタン）を押すことによってこのショーを記録できる。
もしショーが現在放映されていれば、記録は直ぐに始まり、ショーはユーザが頻度を毎日
又は毎週にセットできるようにするためにショーの放映時間について記録／視聴予定の中
に置かれる。ショーが将来放映される場合、そのショーは自動記録のために記録／視聴予
定に追加される。記録／視聴予定に追加されたショーは、一回、毎日又は毎週記録される
ようセットできる。記録の特徴及び関連の動作ボタンのラベルは、グリッドガイドから記
録をするためにあたかもショーをスケジュール設定するかのように同一に働く。
【０１３３】
一実施形態では、パネル広告は動的であるのがよい。動的であることが可能な２つの領域
、即ち（１）パネル広告スペースと（２）情報ボックスの両方又は何れか一方がある。
【０１３４】
パネル広告領域は、時間の経過につれて、例えばｘ秒ごとに変わり、パネル広告スペース
内の複数の互いに異なる図形又は文字形式の広告実行にわたって回転する。パネル広告が
強調表示されると、広告の回転は、その時点で表示されている広告ビジュアル上で停止す
る。動的回転は、パネル広告の強調表示が解除されるまで再スタートしない。
【０１３５】
パネル広告と関連した情報ボックステキストは、時間の経過につれて、例えばｙ秒ごとに
変わり、テキストの複数の互いに異なるスクリーンにわたって回転する。スクリーンの回
転は、もしユーザが情報ボタンを押せば停止し、情報テキストの第１のページを表示する
。このオプションは、広告主が、情報ボックス内で互いに異なるヘッドラインを回転させ
るよう用いることができる。ユーザは、情報ボタンを再び押すことによりページを次々に
見ることができる。スクリーンの回転は、パネル広告の強調表示が解除された後までは再
スタートしない。
【０１３６】
４．仮想チャンネル広告スロット
ＥＰＧを利用することにより、インフォマーシャルのプロデューサは、仮想チャンネル広
告スロット（これはまた、チャンネル広告とも呼ばれる）を介して視聴者と接触する能力
が向上する。仮想チャンネル広告スロットは、グリッドガイド列として現れ、代表的には
、特定のチャンネルについて予定されている番組のタイトルを示す。ＥＰＧのグリッドガ
イドの仮想チャンネル広告スロットは、番組のグリッドガイド予定中の列として表示され
るべき広告を提供する。仮想チャンネル広告スロットを用いると、ガイド内の特定の番組
を多数回表わすことができる。仮想チャンネル広告スロットは、視聴者が記録したり、視
聴したり、視聴のために予定を組んだりするとともに、或いはグリッドガイドの情報の詳
細ボックス中の広告された番組についての情報を得ることができるという点において、グ
リッドガイド中のチャンネルエントリのように動作する。
【０１３７】
　図面の図１では、タイトル５２は、テレビ番組の広告のための仮想チャンネル広告スロ
ットの一例を示しており、これはグリッドガイド２２中のアウトオブプレース（out of p
lace）のチャンネル関連及び時間関連の番組リストである。即ち、これは、ガイド中の通
常のチャンネル位置又は時間位置には現れず、タイトルはグリッドガイド２２の他の番組
リストのタイトル（高さを含む）のようである。ただし、これは番組の放映時間にもかか
わらず、タイトルの幅全体を占めている点において異なる。上向き矢印キー及び下向き矢
印キーを押すと、通常の番組リストのタイトルがスクリーンをスクロールオフする。これ
とは対照的に一実施形態では、例えばタイトル５２中に示された仮想チャンネル広告スロ
ットは、上向き矢印キー及び下向き矢印キーを押しても常時スクリーン上に表示されたま
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まであり、したがって広告は常時目に見える状態のままである。
【０１３８】
チャンネル広告は、一定領域を占めない。チャンネル広告は本質的には、グリッド内のチ
ャンネル相互間に挿入されている。もし販売されたチャンネル広告がなければ、グリッド
は、ギャップがない状態の連続したチャンネル／ショータイトルのリストに過ぎないであ
ろう。これらのチャンネル広告がグリッド中のチャンネルスロットを占めると、ガイドが
ＴＶ番組情報の有益なソースであるようにするために任意の一スクリーン上にどれぐらい
多くの数が現れそうであるかを制限することが望ましい。代表的には、ハードページ１ペ
ージ当たり約１つのチャンネル広告があるであろう。
【０１３９】
チャンネル広告は代表的には、チャンネルスロットの高さ、グリッドの幅であり、チャン
ネルリストと混在している。チャンネル広告のための利用可能な領域は、代表的には、高
さが画素２４個分×幅が画素３４４個分、四方の幅が画素２個分である。
【０１４０】
関連、親及び固定位置チャンネル広告を含む数タイプのチャンネル広告がある。
【０１４１】
関連チャンネル広告は、グリッドの頂部に対する位置に現れ、チャンネルスロットｎ番目
ごとに間隔をおいている。ここでｎは或る数である。これらの広告は、ユーザがガイドの
ハードページをめくると現れたり消えたりする。ｎは通常は（必ずしも常にそうであると
いう訳ではない）９に等しいことが予想される。というのは、これはＰＩＰバージョング
リッド中のチャンネルの数だからである。これは、ハードページ１ページ当たり１つの広
告をまかなう。第１の広告のための場所は、第１ページ上に選択でき、その次の広告はチ
ャンネルスロットｎ番目ごとに現れる。同一の広告は、スロットのｎ番目ごとに繰り返さ
れる。このようなチャンネルスロットｎ番目ごとに繰り返す方法は、ＰＩＰ及び非ＰＩＰ
バージョンの両方について当てはまる。代表的には、ユーザがチャンネルをターンオフす
ると、これらの広告の間隔は一定のままである（チャンネルスロットＮ番目ごと）。この
間隔を続けるのに十分なチャンネルがない場合には、広告はグリッドリストの終りに現れ
るであろう。
【０１４２】
親チャンネル広告は、広告の真上に位置した特定のチャンネルに関連している。親チャン
ネル広告は、その隣の「親」チャンネルに添付される（即ち、広告は親チャンネルに続く
）。任意の一スクリーン上に見えるチャンネル広告の数を制限することが望ましいので、
親広告の数は代表的には制限される。加うるに、親チャンネルをターンオフすれば、広告
は代表的にはグリッドの底部に表示されることになろう。
【０１４３】
固定位置チャンネル広告は、１つの特定の場所、即ちグリッドの頂部から下にＹ個（Ｙは
ある数である）チャンネルに位置する。もしＹがグリッド中のチャンネルの数よりも多け
れば、広告はグリッドの終りに位置することになろう。
【０１４４】
親チャンネル広告及び固定位置チャンネル広告に関する上述の点を除き、チャンネル広告
は代表的には、せいぜい１つのチャンネル広告が一度に表示されるように間隔を置くであ
ろう。
【０１４５】
一実施形態では、チャンネル広告は、チャンネルリスト情報と一緒に上下にページ移動す
る。これらの広告は、グリッドが水平にスクロールされても一定位置に位置したままであ
る。ユーザは、ちょうど任意のショータイトルが強調表示できる時にこれらチャンネル広
告を強調表示できる。強調表示されると、これらチャンネル広告は、ちょうど任意のチャ
ンネルが強調表示された時に情報ボックス内の追加情報を表示する。
【０１４６】
チャンネル広告は代表的には、ちょうど任意のショータイトルのようにベベルによって囲
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まれる。チャンネル広告の強調表示は代表的には、パネル広告の強調表示と類似している
。一実施形態では、ユーザがチャンネル広告を強調表示すると、ベベルはフラットな（傾
いていない）黄色の枠に変わる。チャンネル広告ショーが、記録のために設定されると、
枠は赤色に変わる（強調表示されない場合は暗い赤、強調表示された場合は明るい赤）。
チャンネル広告ショーが視聴のために予定に入れられると、枠はオレンジ色に変わる（強
調表示されない場合は暗いオレンジ色、強調表示された場合は明るいオレンジ色）。
【０１４７】
一実施形態では、チャンネル広告は、多数の順次情報ボックス「スクリーン」を有するの
がよい。この追加情報を利用できるかどうかは、“ｉ”アイコンによって指示される。ユ
ーザは、情報ボタンを押すことにより追加情報にアクセスすることができる。
【０１４８】
一実施形態では、もし関連ショー情報のあるチャンネル広告が強調表示されると、広告さ
れたショーがその時点で放映されていれば、ユーザは左動作ボタンを押すことにより（“
視聴”のラベルが付けられている青ボタン）又はリモートコントロール装置上の入力／選
択ボタンを押すことにより直接関連番組にチューニングすることができる。視聴ボタンを
押しても、ショーはそのショーの放映時間に関する記録／視聴予定内に置かれる。ショー
がその時点で放映されていなければ、左動作ボタンは、ショーを、将来の自動視聴に関す
る記録／視聴予定内に置き、入力／選択ボタンを押すと、チャンネル広告中のショーと関
連したチャンネルにチューニングされる。記録／視聴予定に追加されたショーは、一度だ
け、毎日又は毎週見られるようにセットできる。視聴特徴及び関連動作ボタンのラベルは
、あたかもショーをグリッドガイドから視聴するために予定に入れるのと同一の方法で動
作する。
【０１４９】
一実施形態では、チャンネル広告に関連したショー情報があれば、ショーを、広告を強調
表示すると共に右動作ボタン（記録がつけられている緑ボタン）を押すことにより記録で
きる。もしショーがすでにテレビ信号で送られていれば、記録は、直ぐに始まり、ショー
は、その放映時間に関する記録／視聴予定内に置かれる。ショーが将来放映される場合、
ショーは記録のために記録／視聴予定に追加される。記録／視聴予定に追加されたショー
は、一回、毎日又は毎週記録されるようセットできる。記録特徴及び関連動作ボタンのラ
ベルは、あたかもグリッドからショーを記録するのと同一の仕方で動作する。
【０１５０】
チャンネル広告は動的であるのがよい。
【０１５１】
５．プレイスホールダ広告
一実施形態では、グリッドを先ず最初にセットアップすると、情報の最初のダウンロード
は、受信されなかったであろう。パネル広告スペースを、ＲＯＭ中に記憶されているプレ
イスホールダ広告で一杯にする必要がある。これら広告は、ＴＶを、先ず最初に又は電源
異常後にセットアップする度に現れるので「タイムレス」でなければならない。
【０１５２】
パネル広告空間のための一用途は、ヘルプテキスト用である。ユーザの注意をひいて広告
スペースを選択させるヘルプテキストは、パネル広告への接近の仕方、情報スクリーンに
関する追加情報及び広告からの視聴及び記録を行う仕方に関する「チュートリアル」とし
て役立つことができる。
【０１５３】
６．フルスクリーン広告
視聴者がまず最初にＥＰＧに入ると、ＥＰＧは、フルスクリーン広告、例えば、広告ウイ
ンドゥ に表示される広告を表示することができる。視聴者は、広告ウインドゥと対話で
きる方法と同一の方法でフルスクリーン広告と対話をすることができる。即ち、視聴者は
ＥＰＧに命令を出して、広告と関連のある情報又は番組（１つあれば）を記録したり、或
いはこれを視聴リストに加えることができる。



(26) JP 4062577 B2 2008.3.19

10

20

30

40

50

【０１５４】
７．自動視聴チャンネル
視聴者がテレビをターンオンする次の時にチューニングが行われる第１のチャンネルとし
て最後のチャンネルが見えるようにするのではなく、視聴者によって選択されたチャンネ
ルの自動チューニングを行うのがよい。一実施形態では、視聴者は、ＥＰＧの視聴リスト
機能中の自動視聴チャンネルを指示する。別の実施形態では、放送出演者は、オンスクリ
ーン問合せを各視聴者に送って、視聴者がテレビを最初にターンオンした時にこの放送出
演者のチャンネルを最初に視聴するチャンネルであってほしいかどうかの命令を入力する
。
【０１５５】
８．広告特徴
広告は、とりわけグラフィックス欄、テキスト欄又はグラフィックス欄とテキスト欄の組
合せを特徴とするのがよい。
【０１５６】
グラフィックスは、代表的には、８ビット／画素（「３２０モード」を用いた場合）、４
ビット／画素（「６４０モード」）及び１ビット／画素の画像で提供される。ある実施形
態では、記憶装置に関する制約がある。かかる記憶装置に関する制約のある実施形態では
、パネル広告は、４又は８ビット／画素グラフィックスが用いられる場合、広告領域の２
５％以下のグラフィックスを有することが予想される。広告領域の１００％を、１ビット
／画素グラフィックスのために用いることができる。チャンネル広告グラフィックスは代
表的には、広告のチャンネルロゴ部分に制限されるが、必ずしもそうではない。（「代表
的には」という用語は、本願では、「代表的には、しかしながら、必ずしもそうではない
」ということを意味している）。チャンネル広告の残りの部分は代表的には、テキストオ
ンリーである。
【０１５７】
表示されるテキストは代表的には、以下の特徴を持っている。
【０１５８】
利用可能な標準及び圧縮状態の１８及び２４ポイントのフォント
斜めフォント
下線
ボールド
センタリング
左寄せ及び右寄せ
色は１行ごとに１回選択できる
テキストはまた、パネル広告領域中にのみ１ビット／画素ビットマップとして表示される
。
【０１５９】
背景色は、全体的に見た感じ及びガイドの利用性に影響を持つであろう。
【０１６０】
以下は、代表的な実施形態を記載している。
【０１６１】
パネル広告背景色は、広告主によって選択でき、代表的には、以下に記載された輝度に関
する限定条件を受けることになろう。
【０１６２】
チャンネル広告背景色は制限される場合がある。ショータイトルの背景色は、ショーカテ
ゴリ（映画、スポーツ等）のキー及びショーに関してとられる動作（記録又は視聴のため
の設定）として用いられる。大抵の任意の背景色を表示できるが、ショータイトルの色の
手順の一貫性を維持することが望ましい。したがって、用いることができない限定された
組をなす背景色又は一組の色が、広告代理店がチャンネル広告を独創的に開発する際に用
いることができるようにするために、特定されることがありそうである。チャンネル広告
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背景色は代表的には、以下に記載する輝度上の限定条件を受けることになる。
【０１６３】
情報ボックス背景色は代表的には、灰色であり、代表的には広告主によって変更できない
。
【０１６４】
広告中の色の輝度には代表的には限定条件がある。もし輝度があまりに高く設定されてい
れば、スクリーンの画像は膨れぎみになる。これらの限定条件は、実施形態にしたがって
課され、これらの開発上の検討のために広告主に連絡される。特定の実施形態についての
輝度に関する制約に従わない広告は、デフォルト指定変更上の制限を受ける。
【０１６５】
一実施形態では、視聴者は、広告及びテレビと相互作用又は対話できる。例えば、同調広
告により、視聴者は、広告ブロックがこれと関連した番組情報を有しているものとすると
、強調表示された広告ブロックから、進行中のショーに直接チューニングすることができ
る。広告と関連した進行中のショーは、入力／選択ボタン又は左動作ボタン（“視聴”の
ラベルが付けられた青ボタン）を押すことにより直接チューニングされる。
【０１６６】
直接記録広告を用いると、ユーザは、放映中又は将来放映される予定のショーを強調表示
された広告ブロックから記録することができる。直接記録関連ショーの放映が将来的にど
れぐらい後に予定されているかについて事実上の制約はない。広告と関連したショーは、
この広告を強調表示しながら、右動作ボタンを押すことによって記録される。ユーザは、
一回、毎日又は毎週の記録頻度を選択することができる。広告から、ユーザは、右動作ボ
タン（「記録」が付けられた緑ボタン）を押してこのショーを記録予定内に配置する。こ
のショーは現在放映中であれば、広告を強調表示した状態で右動作ボタンを押すことによ
り、放映中のショーの記録が可能になる。ショーのタイトルはまた、ユーザが記録頻度を
毎日又は毎週に変えたいと考えた場合、ショーが終了するまで右動作Ｔ内に配置される。
【０１６７】
視聴広告は、任意の広告スペース中に広告された番組から成る。広告された番組は、広告
ブロックがこれと関連した番組情報を持っている限り、視聴予定内におかれる。関連のシ
ョーが放映されるのに将来的にどれぐらい長く予定されているかについての事実上の制限
はない。視聴特徴は、テレビ（「ＴＶ」）をそのショーを記録するのではなくショーにチ
ューニングすることを除き、記録特徴とほとんど同一の仕方で動作する。もしユーザがＴ
Ｖを見ていれば、チャンネルは自動的にショーが始まると視聴予定中に配置されたショー
に切り替わる。もし、視聴予定のショーが開始するよう予定されている時にＴＶをターン
オフしても、ＴＶはターンオンされて、所望のチャンネル（ＶＣＲではなく、ＴＶインプ
リメンテーションのみ）にチューニングされる。ユーザは、１回、毎日又は毎週の視聴頻
度を選択することができる。広告から、ユーザは、左動作 ボタン（“視聴 ”のラベルが
付いている青ボタン）を押してそのショーを視聴予定内に配置する。ショーが現在放映さ
れていれば、広告を強調表示しながら、左動作 ボタンを押すと、その結果直接そのショ
ーにチューニングが行われる。ショーのタイトルはまた、ユーザが視聴頻度を毎日又は毎
週に変えたいと思った場合、ショーが終了するまで視聴予定に配置される。
【０１６８】
広告は、多数の情報レベルを持っている。代表的には、第１レベル情報は、ユーザのアク
ションなくスクリーン上に提示される広告コピー及び（又は）グラフィックスである。こ
れは、パネル 及びチャンネル 広告領域から成る。
【０１６９】
代表的には、第２レベル情報（広告主によって提供されている場合）は、ユーザが広告ブ
ロックを、これにスクロールすることによって強調表示すると、自動的に目に見えるよう
になる（“自動オープン”）。この２次情報は、チャンネル広告が選択される場合には情
報ボックス内に提示され、パネル広告が強調表示された時にはチャンネルグリッド領域全
体に及ぶ情報ボックスの自動的拡張バージョン内に提示される。広告主の判断で配置され
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る広告上の“ｉ”アイコンは、その広告に使える情報がいっそう多いことを示している。
２次レベル情報は、記憶装置のアベイラビリティに応じてテキスト及び（又は）グラフィ
ックスであるのがよい。
【０１７０】
代表的には、第３レベル情報（広告主によって提供されている場合）のアベイラビリティ
は、第２レベル情報スクリーン上のインフォボタン“ｉ”によって示される。インフォボ
タンを押すことにより、この情報に接近でき、情報ボックスはチャンネル 広告のために
拡張してグリッド領域全体に及ぶ。この情報は長さが多数ページにわたるものである場合
がある。情報ボタンを連続して何回も押すことにより、ユーザは多数のページを循環して
見ることになる。最後の利用可能なスクリーンからインフォボタンを押すことにより、情
報ボックスはすべての広告についてそのもともとのサイズに縮まる。第３レベルの情報は
、記憶装置の能力に応じてテキスト及び（又は）グラフィックスである。
【０１７１】
広告ブロックは動的であるのがよい。記憶装置の容量の許す限り、パネル広告グラフィッ
クス及び（又は）テキスト並びに情報ボックステキストは、Ｘ秒ごとに変化し（Ｘは或る
数値である）、ｎ回を限度として（ｎはある数値である）互いに異なるグラフィックス又
はテキスト実行で回転する。任意の時点で表示される動的広告の数を制限できるようにな
っている。
【０１７２】
広告放映時間及び開始時刻／終了時刻を予定することができ、しかも（又は）動的である
のがよい。一実施形態では、広告は、関連終了時刻と共に任意の開始時刻付きで表示され
る。開始時刻と終了時刻の間の時間は、広告の放映時間である。放映時間の最小増分は代
表的には６０秒である。一実施形態では、広告は、広告の終了時刻になっても自動的には
もとに戻らないであろう。広告は、ユーザのアクションにより、新しい「ハードページ」
又はガイドの新しいセクションが現れる場合（例えば、Grid to Sortから進む）場合に変
化するに過ぎないであろう。
【０１７３】
広告は回転することができる。例えば、互いに異なる広告は、ユーザがガイドの同一ペー
ジ／セクションを入力する時は何時でも現れることができる。回転状態になる広告の数に
関してハード上の制限はない。ハードページ又はセクションに接近した最初の時点で最も
プライオリティの高い広告を表示した状態で、広告にプライオリティを割り当てることが
できる。次に、第２のプライオリティの広告を、ユーザがこのページ等を見る次の時点に
おいて表示される。プライオリティのカウンタは、ページに依存しており、これはもしユ
ーザが３番目の時点で第１のページを見る場合には、ユーザは、そのページ上の第３のプ
ライオリティの広告を見ることになり、次にユーザが最初の時点で第２のページにスクロ
ールすれば、ユーザはその第２のページ上の第１のプライオリティ広告を見ることになろ
う。
【０１７４】
広告は、視聴されているガイドのセクションによって異なる。例えば、もしユーザが、ス
ポーツをテーマとする領域を見ている場合、ＥＳＰＮスポーツセンターの広告が現れ、こ
れに対しユーザがメイングリッド上にあった時は異なる広告が提示された。
【０１７５】
ＥＰＧは、視聴者がＥＰＧに入る直前に見ているテレビチャンネル上に表示されている広
告に応じて、どの広告が表示されるべきかを決定することができる。即ち、もしトヨタの
広告が、視聴者がＥＰＧに入った時に視聴者が見ていたチャンネル上に示されていたとす
れば、ＥＰＧは、ＥＰＧのある部分、例えば広告ウインドゥ 、テレビ番組中の相関関係
にあるトヨタの広告を表示するようＥＰＧのタイミングをとるのがよい。
【０１７６】
一実施形態では、ＥＰＧは、視聴者とＥＰＧのセッション中、種々の時点においてどの広
告が表示されるべきかを決定するために視聴者プロフィールを試験する。ＥＰＧは、広告
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主の投資額及び相対的な視聴者のプロフィールを表示するために広告及びページのプライ
オリティを割り当てることができる。
【０１７７】
図形表示の動的広告は代表的には、ｘ秒ごと（ｘは或る数値であり、ｘは１．０秒という
短い時間である）に互いに異なるグラフィックスを表示し、ｎ回（ここで、ｎは或る数値
である）の図形又はテキスト実行で回転する。代表的には、これら広告の限られた数だけ
が、ビジー状態のスクリーンが広告の有効性及びガイドのユーテリティを減少させると任
意の一時点で（おそらく、最大スクリーンごとに１回）表示されることになろう。
【０１７８】
広告は、広告主が広告を「引き出し」、広告を更新し、或いは伝送中の誤差を訂正するた
めに、記憶装置内にいったん置かれると、「識別可能」及び「接近可能」でなければなら
ない。
Ｇ．視聴者による製品情報アクセスの向上
１．広告ウインドゥ製品の詳細
視聴者は、広告ウインドゥを強調表示して広告されている製品についての追加の情報を捜
し出すことができる。一実施形態では、視聴者は、リモートコントロール装置の矢印／方
向ナビゲーションキーを押すことにより、リモートコントロール装置のポインターを、オ
ンスクリーンテレビモニターディスプレイ上の広告ウインドゥの位置にナビゲートするこ
とにより広告ウインドゥを強調表示する。リモートコントロール装置のポインターが、オ
ンスクリーンテレビモニターディスプレイ上の広告ウインドゥ に位置すると、広告ウイ
ンドゥ のオンスクリーンディスプレイは強調表示されることになる。一実施形態では、
広告ウインドゥ それ自体の色が明るくなり、又は照光効果を生じるようになる。別の形
態では、広告ウインドゥを囲む枠の色が明るくなり又は照光効果を生じるようになる。広
告ウインドゥ を強調表示することにより、追加のテキストがＥＰＧグリッドガイドの詳
細ボックス中に表示されるべき製品を説明するようになる。変形例として、ＥＰＧを利用
することにより、インフォマーシャルのプロデューサは、広告対象の製品についての映像
クリップを見る機会を視聴者に与える機会をもつことになる。
【０１７９】
広告ウインドゥは対話式であるのがよいが、このようにするかどうかは任意である。広告
ウインドゥ に表示されている宣伝に関連した情報を含むウェブサイトのインターネット
アドレスを、ウェブサイトアドレスとして、アイコンとして、又はある他のグラフィカル
プレゼンテーションでは、例えば、追加の対話式情報を指示する図案化された“ｉ”とし
て広告ウインドゥ内に表示できる。さらに、視聴者とＥＰＧとの相互作用は、視聴者のプ
ロフィールの一部として記録するためにＥＰＧによってモニターされることになる。
２．広告ウインドゥ製品関連記録
ＥＰＧにより、視聴者は、視聴者が関心のある詳しい製品情報に接近する機会をもつ。購
入広告時間の費用に鑑みて、次第に数が増えている製品製造業者及び購入者は、自分の製
品についてのインフォマーシャルを作成する。放映時間の費用に鑑みて、多くの製造業者
及び購入者は、オフプライムタイム予定にしたがって、しばしば非プライムチャンネルで
インフォマーシャルの比較的安価な放映時間を購入する。ＥＰＧにより、視聴者は、一度
に、又は視聴者がリアルタイムで見るには不都合なチャンネルで放送されるインフォマー
シャルを記録する機会をもつ。もし広告ウインドゥが、特定の製品についての情報を表示
していれば、記録ボタンを押すことによりＥＰＧに命令を出して、このＥＰＧが人が将来
の時間についてスケジュール設定される範囲で、インフォマーシャル又は広告を記録する
ようにする。別法として、視聴者は、視聴 リストについてのインフォマーシャル又は広
告を指定することができる。
３．広告ウインドゥ番組関連記録
ＥＰＧを利用することにより、視聴者は、将来予定されているテレビ番組を記録し又は視
聴するためにＥＰＧに命令を出す機会を別途もつ。広告ウインドゥは、将来予定されてい
るテレビ番組についての情報を表示することができる。もし視聴者が、番組を記録するこ
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とに興味があれば、視聴者はＥＰＧに命令を出して将来予定されている番組を記録するこ
とができる。一実施形態では、視聴者は、リモートコントロール装置上の記録ボタンを押
してＥＰＧに命令を出して将来予定されている番組を記録する。変形例として、視聴者は
、ＥＰＧに命令を出して視聴 リストに番組を追加することができる。変形例として、視
聴者は、番組に関する映像クリップを見ることができる。
Ｈ．視聴者のプロフィールの作成
１．視聴者のプロフィール情報の収集
ＥＰＧは、視聴者に或るプロフィール情報を提供するよう求める。かかる情報としては、
視聴者のＺＩＰコード、テレビ、ケーブル及び視聴者が定期契約したサテライトサービス
、この契約の期間、テレビの型式、テレビジョンの年式、テレビの購入場所、視聴者の最
も見たいチャンネル、視聴者の最も見たい番組の形式、視聴者が最もテレビを見そうな時
間が挙げられるが、これらには限定されない。もし視聴者がこの情報の提供を断れば、Ｅ
ＰＧは、以下に説明する情報を「学習」しようとする。
【０１８０】
一実施形態では、ＥＰＧは、個々の視聴者を識別することができ、個々のプロフィールを
作成する。例えば、一実施形態では、各視聴者は、個々のＰＩＮ又は他の識別番号を有し
ている。別の実施形態では、各視聴者は、個別化リモートを用いる。さらに別の実施形態
では、一視聴者を別の視聴者から区別する方法がない。その場合、プロフィールは、「フ
ァミリー」について生じる。
【０１８１】
視聴者がＥＰＧ又はテレビと対話を行うために、ＥＰＧは視聴者のアクション及びかかる
アクションの周囲の環境を記録する。例えば、視聴者がチャンネルを変えると、ＥＰＧは
、とりわけ、最初のチャンネル、変更後のチャンネル、変更時の時刻、最初のチャンネル
で表示された番組がどういうものであるか、変更後のチャンネルで表示された番組がどう
いうものであるか、切り替え時刻、切り替え時における最初のチャンネルで表示された広
告がどういうものであるか、変更後のチャンネルで表示された広告がどういうものである
か及びテレビモードとは対照的にＥＰＧモードのうちの１つにある間視聴者がチャンネル
を変更したかどうかについての情報を記録する。ＥＰＧはまた、視聴者によるあらゆる命
令を記録して、命令が一度、一日単位、週単位、常用であっても番組を記録又は視聴する
ことになる。ＥＰＧはまた、視聴者がテレビオーディオの音量を変えたかどうか、もしそ
うであれば、音量の変化を取り巻いていた環境がどういうものであるかを記録する。もし
視聴者が、ＥＰＧモードのうちの１つにある間にチャンネルを変えれば、ＥＰＧは、変化
前後のＥＰＧ　ＵＩのウインドゥの各々に何が表示されていたかについての情報を記録す
る。
【０１８２】
また、ＥＰＧは、視聴者とテレビ又はＥＰＧとの相互作用がない場合にも情報を記録する
。例えば、ＥＰＧは、視聴者がチャンネルを変えないで続けて広告を見るかどうかを記録
する。ＥＰＧは、テレビが任意特定の日にオン状態にある時間の放映時間全体を計算して
記録する。
【０１８３】
また、ＥＰＧは、視聴者と外部情報ソース、例えばインターネットとの相互作用を取り巻
く情報を記録する。例えば、ＥＰＧは、視聴者によって開始される各サーチ問合せ基準、
即ちサーチを行うのに用いられるサーチエンジン、視聴者によりサーチレスポンスから選
択された項目、ユーザによるインターネットサイトとの相互作用及び視聴者がインターネ
ットと対話している時の同一のタイムフレーム中におけるＥＰＧとの視聴者との相互作用
を記録する。
【０１８４】
上述の個々の視聴者のプロフィール情報の収集に代わる手段は、オンスクリーンサーベイ
問合せを提供することである。即ち、ＥＰＧは、進物用商品券と引き替えにサーベイのた
めのオンスクリーン暗号化番号を読む目的で料金無料番号を呼び出すよう視聴者に告げる



(31) JP 4062577 B2 2008.3.19

10

20

30

40

50

申し込みオンスクリーンを表示できる。申し込みは、特定の時刻に特定の番組又は特定の
広告を見ている視聴者にのみ行われるものであるのがよい。サーベイレスポンスは、サー
ベイカストマイゼーションを一段と促進し、ガイドをカトスマイズして、広告に的をあて
た有益な情報を提供することになろう。
【０１８５】
２．視聴者プロフィール情報の分析と特徴付け
視聴者のプロフィール情報（視聴者とテレビとの相互作用、ＥＰＧ（記録及び視聴機能を
含む）、インターネット、ＷＷＷ（World Wide Web）及び視聴者の対話が可能なＥＰＧの
任意他の外部情報ソース（しかしながら、これらを介して視聴者は対話をすることができ
る）に関し、そしてこれらを取り巻く収集データ）は、分析のためにテレビディストリビ
ューションのヘッドエンドのところに配置されているコンピュータに送ることができ、或
いは変形例として、ＥＰＧによって分析することができる。
【０１８６】
視聴者に関する情報は、オンゴーイング（ongoing ）方式で収集される。同様に、視聴者
プロフィール情報は、オンゴーイング方式で更新される。したがって、視聴者のプロフィ
ール分析プログラム（“Profile Program ”）を、ある時間間隔で繰り返して、最後の分
析から収集された視聴者に関する追加の情報を取り込むことができる。変形例として、プ
ロフィールプログラムは、データを収集すると視聴者に関する情報の各個別的な項目を処
理するリアルタイム番組である。
【０１８７】
視聴者のプロフィール分析プログラム（“プロフィールプログラム”）は、ＥＰＧの一部
として含まれたインターネット内でヘッドエンドのところに存在し、或いはこれら種々の
取り得る場所の間に分散させる。プロフィールプログラムは、視聴者のプロフィールデー
タに基づく多種多様なタイプの分析を行う。例えば、プロフィールプログラムは、収集デ
ータの単純な統計学的分析を行う。プロフィールプログラムは、とりわけ、視聴者が、特
定の視聴セッション中にＥＰＧと対話し、ＥＰＧとの特定の形式の相互作用を行い、特定
のチャンネルを視聴し、特定の視聴セッション中インターネットと対話し、特定のウェブ
サイトと対話し、特定のタイプのテーマ（例えば、コメディー、スポーツ、ドラマ、映画
、ホームコメディ、冒険もの、ミステリーもの、ドキュメンタリー、料理、旅行等）をも
つ番組を見るために視聴及び（又は）記録及び（又は）予定し特定の形式の主題（例えば
、ゴルフ、テニス、フットボール、バスケットボール、ベースボール、動物、食べ物等）
又は特定の男優又は女優の出る番組を見るために視聴し及び（又は）記録し及び（又は）
予定する回数を蓄積する。プロフィールプログラムはまた、各視聴時間を計算して、とり
わけ、視聴者がテレビを見て、ＥＰＧと対話をして、或いはインターネット又はＷＷＷと
対話をした日時及び曜日についての統計量をコンパイルする。
【０１８８】
基本的な視聴者のプロフィールデータ及び特定の視聴者について収集した単純な統計量を
用いて、プロフィールプログラムは、種々のタイプの収集データについてより細かなブレ
ークダウンを認識するよう「学習し」、次に学習した情報を用いて「視聴者の好み」を述
べる。例えば、もしプロフィールプログラムが、視聴者がスポーツ番組を見ていること、
及び多数のスポーツ番組がバスケットボールゲームであることを検出すると、プロフィー
ルプログラムは、見ている番組に出ているチームを分析する。プロフィールプログラム 
はこのように、視聴者が特定のチームのファンであるかどうかを判定することができる。
もしそうであれば、プロフィールプログラムは、視聴者のチームへの親密度を視聴者の好
みとして記録する。
【０１８９】
プロフィールプログラムは、基本的な視聴者のプロフィールデータと特定の視聴者につい
て収集した単純な統計量の数多くの比較を伴なう多数のレベルの複雑な分析及び学習を行
って視聴者の特徴を生じさせる。このように、プロフィールプログラムは、視聴者の多次
元のプロフィールを生じさせる。例えば、プロフィールプログラム がいったん視聴者の
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好みを検出すると、プロフィールプログラムは、例えば、視聴者の好みに関連した番組（
例えば、視聴者のお気に入りのチームを含むバスケットボールゲーム）のテレビ放送中、
視聴者がＥＰＧ又は外部情報ソース、例えばインターネット／ＷＷＷと相互作用した回数
と、視聴者の好みに関連していない番組のテレビ放送中、視聴者がＥＰＧ又は外部情報ソ
ース、例えばインターネット／ＷＷＷと相互作用した回数とを比較する。
【０１９０】
さらに、両方の組をなす環境中の相互作用のタイプを分析する。このようにすると、プロ
フィールプログラムは、とりわけ、注意持続時間、製品広告における一般的関心、製品情
報の特定のタイプにおける関心、衝動買いの性癖、衝動買いの癖と値段の範囲、製品のタ
イプ及び広告のフォーマットとの相関関係、将来予定されている番組を記録すると共に、
或いは視聴する関心、テレビ番組に関する追加の情報レベルに接近における関心、かかる
関心と視聴者の好みとの相関関係を含む製品広告に関する追加の情報レベルへの接近にお
ける関心に関する視聴者の特徴を判定する。時間の経過につれ、十分なデータがあれば、
ＥＰＧは、視聴者のユーモアの間隔、生活年齢、活動年齢、視聴者が結婚しているかどう
か、視聴者に子供があるかどうか、視聴者がペットをもっているかどうか及び視聴者がど
ういうタイプのペットをもっていそうか、視聴者が特定の形式の家庭用電化製品の購入に
関心があるかどうか、視聴者が車の購入を考えているかどうか、視聴者のありそうに思わ
れる政治に対する関心度、広範囲の種々の他の視聴者の特徴を特徴づける。
【０１９１】
さらに、プロフィールプログラム は、他人の視聴者のプロフィールと比較した場合の個
々の視聴者のプロフィールを分析する。この相互比較による分析では、プロフィールプロ
グラムは、対象となっている視聴者が類似の視聴者のプロフィールとの比較に基づいて、
特定の主題、製品、テーマ、映画、エピソード等を好むか、或いは関心がある可能性を判
定することができる。
Ｉ．ＥＰＧの種々のアスペクトをカストマイズするための視聴者プロフィール情報の利用
ＥＰＧ及びプロフィールプログラムは、ＥＰＧの種々のアスペクトをカストマイズするた
めに、基本的な視聴者プロフィールデータ、特定の視聴者について収集された単純な統計
量、視聴者の特徴及び視聴者の特徴を用いる。視聴者は、ＥＰＧステップアップモード中
のこれら自動カストマイゼーション特徴のうち任意のものをブロックするオプションを有
している。カストマイズされるＥＰＧの一アスペクトは、グリッドガイドに提示されるチ
ャンネルスロットの順番である。チャンネルスロットが提示される順番をカストマイズす
れば、視聴者の好みのチャンネルを、視聴者のプロフィールにしたがって降順にグリッド
ガイドのトップ／開始部分に提示することができる。
【０１９２】
一実施形態では、チャンネルスロットの順番は、視聴者のプロフィールに従って曜日及び
日時に応じてカストマイズされる。例えば、もし特定の視聴者が、ウイークデーの夜の７
時から１０時までNick at Niteを見ることが多ければ、ＥＰＧは、夜７時と１０時との間
にターンオンされるとテレビを自動的に適当なNick at Niteに同調させ、グリッドガイド
をフォーマットして、グリッドガイドの第１のチャンネルとしてNick at Niteチャンネル
を示す。もし同一の視聴者が、土曜日及び日曜日の昼間の時間帯にＥＳＰＮを見ることが
通例であれば、ＥＰＧは、例えば土曜日及び日曜日の朝７時から夜７時までの間でＥＳＰ
Ｎのうち一つにチューニングされるとテレビの自動チューニングを行い、視聴者が例えば
土曜日及び日曜日の朝７時から夜７時までの間にグリッドガイドを入力すればいつでもグ
リッドガイドをフォーマットしてＥＳＰＮチャンネルをグリッドガイド内の最初の幾つか
のチャンネルとして示す。
【０１９３】
視聴者のオプションで、ＥＰＧ及びプロフィールプログラム は、基本的な視聴者プロフ
ィールデータ、特定の視聴者に関して収集した簡単な統計量、視聴者の好み及び視聴者の
特徴を用いて自動遊泳（サーフィン）を実行する。視聴者のオプションで、自動遊泳を、
リアルタイム広告テレビ放送中に実行することができる。視聴者の別のオプションで、自
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動遊泳をＰＩＰ視聴機能で実行でき、視聴者は、自動遊泳がＰＩＰウインドゥに提供した
状態でメイン画面ウインドゥ内に現在チューニングされている番組を見ることができる。
変形例として、視聴者のオプションで、自動遊泳を、ＰＩＰ視聴機能で実行でき、それに
より視聴者は、メイン画面ウインドゥ内での自動遊泳をしながらＰＩＰウインドゥ内に現
在チューニングされている番組を視聴できる。さらに、視聴者は、視聴者の選択のチャン
ネルを視聴し又は手動で遊泳するために異なる広告を選択するオプションを選択すること
ができる。
【０１９４】
視聴者のオプションで、ＥＰＧ及びＥＰＧ及びプロフィールプログラム は、基本的な視
聴者プロフィールデータ、特定の視聴者に関して収集した簡単な統計量、視聴者の好み及
び視聴者の特徴を用いて、視聴者の関心に合いがちな番組を記録リスト 及び（又は）視
聴 リストに入れる。一実施形態では、この種の情報のサーチは、ヘッドエンドの中央コ
ンピュータで行われる。別の実施形態では問合せが作られてインターネットサーチエンジ
ンに送られる。
【０１９５】
視聴者のオプションで、ＥＰＧ及びプロフィールプログラム は、基本的な視聴者プロフ
ィールデータ、特定の視聴者に関して収集した簡単な統計量、視聴者の好み及び視聴者の
特徴を用いて、視聴者の関心に合いそうな新しい物語があるかどうかをサーチする。解決
される問題は、ニュースサービスで特定の視聴者に表示される多数のニュース現地テレビ
放送から新しい物語を自動的に選択することである（編集スタッフが存在しない）。ニュ
ース放送の音声部分の内容はディジタル化され、１又は２以上のウェブサイトの中央コン
ピュータに、特定の視聴者のテレビシステムに対してローカルなＤＶＤ（映像と音声の両
方の記録媒体）に、或いは特定の視聴者のテレビシステムの記憶装置内に記憶することが
できる。音声内容に加えて、ニュース記事の映像記録もまた記憶することができる。
【０１９６】
次に、視聴者のプロフィール及び或る実施形態では視聴者からの特定の入力を用いて、デ
ータを当たるサーチ問合せを作って、視聴者のプロフィールされた関心及び（又は）視聴
者の特定の情報に対する要求に合致する内容を捜し出して送る。次に、ニュース記事を指
標付けする。（本明細書の別の箇所に記載されている）。ＥＰＧは、視聴者にカストマイ
ズされたインデックスを提示する。このようにすると、視聴者が見たり記録したりしたい
と思うテレビ番組を選択するのと殆ど同一の方法で視聴のためにニュース記事を選択する
。さらに、指標付けされたニュース記事に関する追加の情報を含むウェブサイトを例えば
、視聴者が視聴のために特定のニュース記事を強調表示する時点で提示された詳細な説明
領域テキストの一部として通知することができる。
【０１９７】
一実施形態では、テーマガイドは、視聴者のプロフィールに基づいて“スマート分類”を
提供する（これは、本明細書の別の箇所に詳しく説明されている）。即ち、もし番組が２
つのチャンネル上にあれば、システムは、これら２つのチャンネルのうちいずれを視聴者
がより多く見るかどうかに基づいて最もよいチャンネルを選択する。一実施形態では、テ
ーマガイドは、視聴者のプロフィールにしたがっていっそうカストマイズされる。例えば
、スコアを付けて送られた情報ブロードキャストパケットを用いて、視聴者のプロフィー
ルと一致したスポーツガイドのスコアを整理する。例えば、ボストンレッドソックスのゲ
ームのスコアは、ボストンにいる視聴者のためにまず最初にレッドソックスのスコアを表
示する。
【０１９８】
セットアップ手順の実施中、ＥＰＧは、自動チャンネルマップ選択を行う。視聴者のＺＩ
Ｐコード中のすべてのチャンネルマップをダウンロードする。ＺＩＰコード関連オプショ
ンを表示する。一実施形態では、視聴者には、適当なチャンネルマッピングオプションを
選択するためにテレビに必要な情報が何であるかを尋ねるが、テレビは適当なチャンネル
マップを自動的に選択する。例えば、視聴者は、視聴者が定期契約しているディストリビ
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ューションサービス、例えばColonial Cable及び特定のチャンネルマップを識別するよう
質問され、視聴者はチャンネル４３でＨＢＯを受信する。このように、視聴者は、テレビ
が適当なチャンネルマップを選択するのに必要な情報を捜し出す。変形例として、視聴者
は、チャンネルマップ、例えば「もしあなたがColonial Cableをもっていてチャンネル４
３でＨＢＯを受信すれば、このチャンネルマップを選択しなさい」を選択するよう求めら
れる。
Ｊ．視聴者に対する広告のカストマイズされたプレゼンテーションを提供するための視聴
者プロフィール情報の利用
ＥＰＧ及びプロフィールプログラム は、視聴者のプロフィール情報を用いて視聴者に対
する広告のプレゼンテーション及び予定を特別に作ってＥＰＧのプレゼンテーションをユ
ーザのためにカストマイズする。例えば、ＥＰＧは、視聴者のプロフィール情報を用いて
、視聴者に、視聴者の好みのチームの出る番組についての予定について知らせるか、その
チームのスタープレーヤーの出るトークショーについて知らせるかどうか等を判断する。
ＥＰＧは、例えば広告ウインドゥの広告により、或いは仮想チャンネル広告スロットの広
告によりかかるカストマイズされた通知／広告を行うことができる。
【０１９９】
さらに、ＥＰＧ及びプロフィールプログラム は、視聴者のプロフィール情報を用いて、
視聴者が見ているテレビ番組のリアルタイムテレビ放送中に見ることができるテレビ放送
用広告のプレゼンテーション及び（又は）予定をカストマイズする。一例としては、ロー
カル地図方式で広告に対するオーバレイメッセージをカストマイズすることである。例え
ば、ＥＰＧは、個々の視聴者の地理的な場所を知っている。放送出演者は、ＺＩＰコード
上にパケットマッチさせてメッセージをカストマイズでき、したがって各ＺＩＰコードは
異なるメッセージ、即ち視聴者のローカルエリアに３つのBurger Kingsを得るようになる
。一実施形態では、カストマイズされたメッセージを、ＺＩＰコードによって特定の視聴
者のＥＰＧの記憶装置内へプレローディングすることができる。プレローディングされた
メッセージを、勤務時間外にヘッドエンドによって伝えて、広告が例えば広告ウインドゥ
の映像クリップ内で又はテレビ番組中に流れている時に用いられる視聴者の端末装置内に
記憶させることができる。メッセージを流すための電子トリガを、テレビ信号と一緒にリ
アルタイムで伝送できると共に利用されるのが必要なユーザ端末装置内に記憶されたメッ
セージを識別することができる。
【０２００】
別の実施形態では、カストマイズされたメッセージは、テレビ放送された広告で有線放送
される。カストマイズされたメッセージを有線放送する一方法は、カストマイズされた情
報を広告映像ストリーム中に埋め込むことである。別の方法は、広告の映像ストリーム中
のディジタル「透かし模様」を伝送することである。
【０２０１】
　一実施形態では、広告のリアルタイム主張のカストマイゼーションは、多数の広告チャ
ンネルを作ることにより、テレビを自動的に、広告が生じるのが予定されているテレビ番
組のテレビ放送中の所定時刻に特定の広告チャンネルにチューニングすることにより、及
びそして、次にテレビを広告の終了時に視聴者の選択テレビ番組に戻るようチューニング
することによって達成される。別の実施形態では、サービスが、広告が特定のチャンネル
でテレビ放送されると、広告のためのテレビ放送をモニターし、広告がテレビ放送されて
いる時に、チャンネル切り替え命令を垂直ブランキング期間（“ＶＢＩ”）中に挿入し、
かかるチャンネル切り替え命令により、テレビは、視聴者の好みに適した広告のテレビ放
送のための特定のチャンネルにチューニングする。
【０２０２】
視聴者のプロフィール情報を、例えば多くの視聴者のための視聴者のプロフィール情報の
統計学的レポートと一緒に報告するのがよい。これらの報告は、広告主、ヘッドエンドオ
ペレータ、ガイドプロデューサ等による分析のために出され、取り分け、マーケティング
カストマイゼーションの機会、有線放送の機会、番組の詳細情報に関する要件及び番組の
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配信予定に関する要件を判定する。
【０２０３】
ＥＰＧは、任意のテレビ／エンターテインメントシステム構成部品のほぼ最初の購入日（
例えば、最初のターンオンの日付）を情報収集しようとする。ＥＰＧは、ユーザに、最初
の購入後の適当な時期に、製造業者から長期間の保証を購入する機会を通知できる。一実
施形態では、端末装置は、別個にアドレス可能であり、かかる通知メッセージをＶＢＩで
適当な視聴者に送ることができるようにする。視聴者のプロフィールに基づいて、長期間
の保証のオファは、視聴者の財政状態に合わせて特別に作られる。
【０２０４】
ＥＰＧが視聴者のプロフィール情報を用いる別の方法は、ＥＰＧにより表示された広告メ
ッセージの「アクセス－内容（access-content）」カストマイゼーションと関連している
。視聴者のプロフィール情報は、視聴者がＥＰＧに入る直前に見ていたテレビ番組を含む
であろう。ＥＰＧは、視聴者がＥＰＧ又はＥＰＧを介してアクセスできる専用のデータサ
ービスのうち一つに入る直前に見ていたテレビ番組の内容に応じてガイド又はサービス内
に種々の広告を表示できる。「アクセス－内容」広告方針は、消費者に的を絞る一層洗練
された方法を提供する。たとえば、共に火曜日の夜８時にテレビを見ている２人の視聴者
について考えてみる。“Nova”を見ていた一方の視聴者がＥＰＧに入ると、ＥＰＧは教育
用コンピュータの広告を表示しているかもしれず、他方、Major League Baseball を見て
いた他方の視聴者がＥＰＧに入ると、ＥＰＧはGoodyear Tire の広告を表示しているかも
しれない。
【０２０５】
　本発明の一実施形態では、広告メッセージ及びバーチャルチャンネル広告のデータベー
スが、視聴者の端末装置のＲＡＭに記憶され、又はもし視聴者の端末装置がインターネッ
トに接続できればウェブサイトでアクセスできる。何れの場合でも、データベース内の広
告項目には、テレビ放送されたテレビ番組に割り当てられたカテゴリラベルに一致したコ
ード化カテゴリが付けられる。（好ましくは、これらはオンスクリーンカテゴリまたはテ
ーマガイド中の番組を分類するのに用いられる同一のカテゴリである。）ＤＨ のカテゴ
リラベルをＥＰＧデータベースの一部としてＲＡＭ内に記憶させてリアルタイムクロック
及びチューナのセッティングからの情報に基づいて適用可能なShow Information Package
（“ＳＩＰ”）から検索してもよい。この情報は、適用可能なＳＩＰを示唆する時刻及び
チャンネルを識別する。視聴者がテレビモードで見ていた最後の番組のカテゴリラベルを
ＥＰＧから検索した後、このラベルをＲＡＭに記憶されている広告メッセージ及びバーチ
ャルチャンネル広告のデータベース内の対応のラベルにマッチさせる。図面の図１では、
ラベルが添付される広告項目が窓１４，１６内に表示され、バーチャルチャンネル広告が
上述したようにタイトル５２上に表示される。
【０２０６】
ＥＰＧが視聴者のプロフィール情報を用いる更に別の方法は、ＥＰＧにより表示された広
告メッセージの「隣接－内容（adjacent-content）」カストマイゼーションと関連してい
る。視聴者のプロフィール情報は、視聴者がＥＰＧ又は関連データサービス内で現在強調
表示している内容の識別名を含むであろう。この方法を用いると、ＥＰＧは、例えば視聴
者がグリッドガイド内でどのショーを強調表示しているか、スポーツデータサービス内で
どのスポーツが強調表示されているか、或いはニュースサービス（インターナショナル、
ローカル等）でどのタイプのニュースが強調表示されてるかに応じて異なる広告を表示す
る。
【０２０７】
ＥＰＧは種々の考えられるロケーションから広告を選択できる。かかるロケーションとし
ては、視聴者の端末装置でＲＡＭ内に記憶されていて、ＶＢＩによりダウンロードされ、
ヘッドエンドで記憶され、又はインターネット／ＷＷＷへのＥＰＧによる接続を介して接
近できる広告のライブラリが挙げられるが、これには限定されない。広告は、グラフィッ
クス，テキスト、映像クリップ、音声クリップ、及びこれらの組合せの形態であるのがよ
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い。各広告にテーマコード、プロフィールコード及び他の選択インテリジェンスを割り当
てることができる。一実施形態では、広告ディスプレイをカストマイズするために、ＥＰ
Ｇは、利用可能な広告のライブラリを調査して「アクセス－内容」、「隣接－内容」、及
び（又は）視聴者のプロフィール情報の広告主によってセットされた基準にマッチする広
告を突き止める。別の実施形態では、ＥＰＧは予め確立された選択基準に従って表示可能
に広告を選択する。
【０２０８】
次の特許出願、即ち国際出願ＷＯ９６／０７２７０、１９９７年７月２１日に出願された
米国特許第６０／０５３，３３０号、１９９７年１０月６日に出願された米国特許第６０
／０６１，１１９号、及び１９９７年８月１２日に出願された米国特許第６０／０５５，
２３７号の開示内容全体を本明細書の一部を形成するものとしてここに引用する。
【０２０９】
一実施形態では、ライブラリ内の広告をテーマに割り当て、オンスクリーンテーマメニュ
ー又は番組ガイドの利用ヒストリを記録し、このヒストリをＥＰＧマイクロプロセッサに
よって分析してどの広告が表示されるべきかを決定する。
【０２１０】
　例えば、自動車の特定の広告をスポーツイベントテーマに割り当てるかも知れない。簡
単な具体例では、この自動車の広告は、もし特定のＥＰＧのユーザが所定の期間の間にス
ポーツを任意他のテーマよりも頻繁にテーマとして選択すれば、表示可能に選択されるこ
とになる。図７は、トップレベルテーマスクリーンのオンスクリーンディスプレイを表わ
し、図８は、セカンドレベルテーマスクリーンのオンスクリーンディスプレイを表わして
いる。テーマの選択は、視聴者が図７のテーマ、例えば“SPORTS(スポーツ)”を強調表示
すると記録できる。テーマの選択により、セカンドレベルテーマスクリーン上の選択され
たテーマと一致した番組のスクリーンリスト（時間、チャンネル及びタイトルによる）が
生じ、その一例が図８に示されている。利用ヒストリを、記憶装置内に記憶されている最
も古いデータを上書きすることにより記憶装置内に記憶させることができる。所望ならば
、より緻密な分析を利用してもよい。かくして、選択の頻度は、古い選択よりもより最近
の好ましい選択に重み付けることができ、或いはテーマを組み合わせてどの広告が表示さ
れるべきかを決定することができる。
【０２１１】
別の実施形態では、ライブラリ内の広告を、特定のテレビ番組又はテレビ番組のクラスに
割り当て、ＥＰＧの情報ボックスの利用ヒストリを、探訪の頻度、単一の探訪中に費やさ
れた時間及び（又は）すべての探訪の総時間の観点で記録し、情報ボックスをテレビ番組
に相関させ、その結果を分析してどの広告が表示されるべきかを決定する。情報ボックス
に替えて、ＥＰＧスクリーンの任意他の領域を類似した方法でモニターしてこの広告が表
示されるべきかを決定することができる。各場合において、ライブラリ内の広告は、モニ
ターされた領域内に表示された情報のタイプ又は主題に割り当てて広告をユーザの関心に
合わせていっそう的を絞る。
【０２１２】
別の実施形態では、ライブラリ内の広告はまた、チャンネル及び時刻の観点から特定のテ
レビ番組又はテレビ番組のクラスに割り当てられ、チューナをモニターし、チャンネル及
び時刻をテレビ番組に相関させ、結果を分析してどの広告が表示されるべきかを決定する
。例えば、任意のあるバスケットボールスター選手による有名ブランドの競技用シューズ
の広告をバスケットボール番組に割り当てることができる。シューズの広告は、もし特定
のＥＰＧの視聴者がバスケットボールゲームを見ながらＥＰＧに入ると表示可能に選択さ
れる。
【０２１３】
別の実施形態では、ライブラリ内の広告はまた、特定のテレビ番組又はテレビ番組のクラ
スに割り当てられ、図６に示すように「記録－視聴リスト」に入ったテレビ番組のヒスト
リを記録し、結果を分析してどの広告が表示されるべきかを決定する。
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【０２１４】
モニターしたイベントの時刻もまた、考慮に入れるのがよい。その目的は、同一のＥＰＧ
又は関連テレビ受像機の多数のユーザを識別することにある。１日のうちで異なる時刻に
ＥＰＧを用いると共にテレビを見る人が互いに異なる関心をもっており、例えば主婦がＥ
ＰＧを朝よく使い、子供はＥＰＧを夕方使い、家の外で働く人がＥＰＧを日曜日の午後に
用いる場合が想定されている。
【０２１５】
上述したような利用ヒストリを米国特許第６０／０５５，２３７号に記載されている「ア
クセス－内容」モデルと組み合わせれば、広告をユーザの関心に合わせて一段と正確に特
定することができる。かくして、特定のＥＰＧのユーザがコメディを所定期間中に任意他
のテーマよりもいっそう頻繁にテーマとして選択すれば、３つの広告にプラグを立て、最
終の選択を視聴者がオンスクリーンＥＰＧに切り替える前にテレビを見ていた番組のうち
どのタイプかに応じてこれら広告からの最終的な選択を行う。
例示の実施形態
本明細書において説明した本発明の実施形態は、本発明の思想の好ましく且つ（又は）例
示としてのものであると考えられるに過ぎず、本発明の範囲はかかる実施形態に限定され
るものではない。当業者であれば、本発明の精神及び範囲から逸脱しないで種々の多くの
他の形態を想到できる。たとえば、別のディスプレイフォーマットを使用できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　ＥＰＧの画面表示例の図形表現である。
【図２】　リモートコントロールデバイスの一部分を示しており、ＥＰＧのいろいろな機
能を作動させるためのキーを示す図である。
【図３】　オンスクリーンＥＰＧ表示例の図形表現であって、番組スクローリングモード
におけるＥＰＧのオンスクリーングリッドガイドを示す図である。
【図４ａ】オンスクリーンＥＰＧ表示例の図形表現であって、チャンネルスクローリング
におけるＥＰＧのオンスクリーングリッドガイドを示す図である。
【図４ｂ】　オンスクリーンＥＰＧ表示例の図形表現であって、チャンネルスクローリン
グにおけるＥＰＧのオンスクリーングリッドガイドを示す図である。
【図５】　オンスクリーンＥＰＧ表示例の図形表現であって、視聴予定機能におけるＥＰ
Ｇを示す図である。
【図６】　オンスクリーンＥＰＧ表示例の図形表現であって、ＥＰＧの視聴／記録予定画
面を示す図である。
【図７】　オンスクリーンＥＰＧ表示例の図形表現であって、ＥＰＧのトップレベルテー
マ画面表示を示す図である。
【図８】　オンスクリーンＥＰＧ表示例の図形表現であって、EPGの第２レベルテーマ画
面表示を示す図である。
【図９】　オンスクリーンＥＰＧ表示例の図形表現であって、ＥＰＧのチャンネルガイド
機能を示す図である。
【図１０ａ】　オンスクリーンＥＰＧ表示例の図形表現であって、強調表示されたパネル
広告ウィンドゥの主題に関する付加的な情報を提示する機能の１つの実施の形態を示す図
である。
【図１０ｂ】　オンスクリーンＥＰＧ表示例の図形表現であって、強調表示されたパネル
広告ウィンドゥの主題に関する付加的な情報を提示する機能の１つの実施の形態を示す図
である。
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